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戦いにがけてを挫けず 

何度も果敢に挑戟し続けるとをも、 

熱 <、まばゆ < 燃え続ける。 

磯烈な戦いのなかで、 

ずべての敵を焼を尽くしてしまうまで。 
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碁の全園中学をハンドボール選手権大会氷見巿実行委員会副聋長-実施本部長金原 


新年明けましておめでとうございます。今年もハンドボール関係者にとって、飛躍の年になることを祈 
念しています。 

さて、私はハンドボールの魅力は、走•跳•投の基礎能力は勿論、身体接触にが応できるボディーコン 
トロール能力と相手への配慮、そして集団の特性と個の独自性が綾なす関係が要求される スポーツ だと考 
えています。それは、まさに我々が人生を送るに求められる諸条件を包括しているのです。 

特に、中学時代は人間の生涯の±台作りに該当する世代です。ハンドボールは人としての智•情•体•技等、 
全ての要因に関して将来への可能性を育む鍵を握っていると考えています。この視点に立ってみると、「春 
の全国中学生ハンドボール選手権大会」の新規事業は、私達関係者にとって大変意義があり、魅力的です。 
しかも、「十年連続開催」という過去に例のない企画です。このことは、ハンドボール関係者のイベント 
といった過去のイメージから脱却し、行政、経済界、教育界等、あらゆる部署が地域総ぐるみで取り組む 
ことにより、地域の現活力、未来活力の進展の一翼を担うものでありたいと自負しています。年を重ねる 
ことにより、十年後には次のような目標が達成されていることを期待しています。 

( 1 ) 八ンドボール競巧レベルの向上 

中学生強化の成果は、中学世代だけにとどまらず、次代の高校、大学、実業団と将来の競技力向上が 
期待できます。大会時に交流試合や各種の研修会を開催することで、ハンドボール競技の魅力と理解を 
更に深めてもらいたいと思います。 

( 2 ) アグレッシブなル学生の育成 

ハンドボールー種目の強化という観点に立たないで、能動的、活動的、知的で感性豊かな人間形成に 
役立てばと考えています。共に生きる喜びを知る情緒溢れる子どもの成長への一貫した取り組みを目指 
し、小学生の基礎力を開拓していきたいと思います。 

( 3 ) 地域の活性化 

行政-経済界の指導-協力の下に、ハンドボール関係者-中学関係者に限らず、地域住民の連携と支 
援活動により、市民参加のイベントとして育てていきたいと思います。 

( 4 ) か見市を全国に発信 

氷見市の魅力を、競技関係者、大会参加者、サポーターに理解してもらう。このことにより、「また 
こられ氷見」、「ハンドボールの聖地氷見」の名を全国に発信する。 

このような課題を、世代を越え、しかもハンドボール関係者のイベントから飛び出し、地域に立脚した 
企画と位置づけ、一年一年目標を充実させ、意義あるイベントに育てていきたいと思います。 

全国の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

《「またこられ」とは氷見地方の方言で「またいらっしゃい」の意が（機聞誌編集委員会） 





















平成 17 年度第日7回全日本総合八ンドボール選手権大会 


本農な、、 も Iお1 い 棘懐男チ = 大崎電気 (16 年ぶり 9 度目の擾勝) 

ホを復ホ！嫁い U 勝女子：ォムロン 

(7 年ぶり 9 度目の優勝） 


平成17年に巧21曰（水）〜巧曰（曰）まで福井県営体育館、化陸電力福井体育館フレ 
ァを会場に標記大会が開催された。平成17年に活躍した男子16チーム、女子にチームが大 
雪の年末、福井県を会場に連日熱戦を繰り広げた。男子は優勝:大崎電気、準優勝:大同特殊鋼、 

第3位：トヨタま体、湧永製薬、女子は優勝:オムロン、準優勝:広島メイプルレツズ、第3位： 

化國銀行、ソニーセミコンダクタ九州であった。最優秀還手賞は男子：宮崎大輔（大崎電気)、 

女子：佐义川ひとみ（オムロン）両選手が受賞した。 

今大会の目玉の一つであった高校 S 冠を達成した興南高校（沖縄県）は初戦で大学チャン 
ピオンの筑波大学に対し前半リード、後半力及ばずし点差で破れはしたが互角に競り合い、 

その力が本物であることを証明した。また、出場した大学4チーム中3チームが2回戦に駒 
を進めたが、4強は全て日本リーグ勢が占めて、実業团チームの強さが目立った大会となった。 

女子では広島/イプルレツズにオムロンが 35-23 の大差で勝ち、义々の全日本タイトル獲 
得で広島メイプルレツズの8連覇を阻止した。大学勢では筑波大学が、来シーズンから日本 
リーグに参戦する MIE . Violet ’ IR にを第二延長の末に破り、大学チャンピヨンの武庫川女子 
大学も2回戦国体優勝のソニーセミコンダクタ九州に対し後半はリードする善戦をした。ま 写真提供：スポーツイベント社 

た、地元国体の総合優勝、皇后杯獲得に貢献した HC 岡山も準々決勝で女王広島メイプルレツズに対し5点差追いつめる力を見 
ホた。 ※大会の詳しい結果、戦評、チーム喜びの声につきましては次号に掲載いたします。 



.ニアオリンピックカップ 2005 八ンドボール大会 


I?: III 離 


4年ぶり3回目の優勝 
5年ぶり2回目の優勝 



写真提が：スポーツイベント社 


将来、オリンピック■世界選手権大会等において、日本代表選手として活躍する将来性 
のあるジュニア選手の発掘と育成を目標に開催された標記大会も14回目を迎えた。大会 
は25曰（曰）、26曰（巧）：予選リーグ、27曰（火）：決勝卜ーナメント、会場は巧市家 
原大池体育館、巧巿金岡公園体育館で開催された。男子は茨城県選あ、女子は沖縄県選抜 
が優勝した。 

大会には各ブロック予選を勝ち上がった男女各15チーム、開催地1チームの計32チー 
ムにより巧われた。最終順位は男子、優勝：茨城県還あ、準優勝：愛知県選な、3位：山 
口県選あ、兵庫県選抜、女子は優勝:沖縄県選抜、準優勝:奈良県選抜、3位:福井県選抜、 
大分県選お。オリンピック有望選手には男子は糟谷周穂（ち庫県選抜、浜の宮中)、宮本 
克哉 （兵庫県選お、高砂中)、木村昌丈（茨城県選巧、鬼怒中）が選ばれ、女子の該当者 
はなかった。※大会の詳しい結果、戦評、チーム喜びの声につきましては次号に掲載いたします。 
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平成の世に、犯罪-結齋-熱伝導から、 
お客様を助けるために立ち上がった会おがあった！ 
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= 曰本ノ\ンドポールリーグ男子 1 部の「大崎電気」で活耀する客崎乂輔選手は、11月13曰 TBS 放映の"曰本にはまたま 
E だ凄い男がいる" 「 BODY 」 の中で自らを告したとおり、正月恒例の"最強の男は誰だ！筋肉バトル!！スポーツマン No .1 決 
=定戦 XXX r じ出揚。そしてドラマび！最終種目 shot - gun - touch で大逆転、"総台 No .1" の栄誉に輝きました。 

= 客崎選手に巧しましては1むか6最大の賛巧を送るとみに、八ンドボール関係ちとなに喜びを分かち合いたいと思います。 

= 曰頃か6ハンドボール選手は身体能力び高いと各方面から言われていました。また、その能力は走•投•跳ばかりでな< 
i 瞬発力、持タカなどまての面に渡るとち言われ続けてきました。今回の宮崎選手の活躍はそれを証明するちのとなりました。 
= 機関誌では、次号において客崎選手の喜びの声をお伝えするを定です。併せて、「宮崎大輔物語（仮題)」と短期集中連載 
= していさます。ご期待下さい。 


摩)®© 摩) 

宮崎大輔进手 

T 8 S テレビ 

スポ-ツマン N 0.1ま定戦 

大逆転の末 

"燃合 NOil " に!！ 

宮崎選手の奮闘シーン（写真提供 TBS ) 



年末の大会速報 


17回世界女子八ンドボール選手権大会 (2005 : ロシア） 


日本目標の本戦ラウンド進出成らず：18位に終わる 


標記大会は2005年12巧5日{巧）〜じ巧18 
曰（曰）、ロシアにおいて開催された。北京オリ 
ンピックを目指しバウワー監督を招聘した日本 
ナショナルチームの本格的せ界大会となった。 

大会は4組の予選ラウンド（6チーム1回戦 
総当たり）一2組の本戦ラウンド（各組上位3 
ヶ国）一決勝トーナメント（各組上位2チーム） 
でおこなわれ、日本はロシア、オランダ、中国、 
クロアチア、ウルグアイと共に予選 A グループ 
となった。予選リーグ、日本は1勝4敗で予選 
リーグを突破することができなかった。日本チ 
ームの予選リーグの成績、大会最終順位はが下 
の通りである。 

■曰本チームの 成績 
第1日02月日日（月）） 

第2曰 （12 巧6曰（火)） 

第3曰 （12 月7曰（水)） 

第4日（じ月9日（金)） 

第5目（じ月10曰（±)) 



参曰本27 — 33中国 
•日本30 — 31クロアチア 
〇日本44一のウルグアイ 
看日本27 — 35オランダ 
•日本 24- % ロシア 


写真提供：スポーツイベント社 


※大会の詳しい結果、選手团名簿、戦評、チームの声につきましては夕号に掲載いたしまず。 


■最終順位 


優勝 

□シア 

( 1 組 1 位） 

準優勝 

ルーマニア 

( り 組 1 位） 

3 位 

八ンガリー 

(1 組 2 位） 

4 位 

デンマーク 

(II 組 2 位） 

已位 

オランダ 

(1 組 3 位） 

6 位 

ドイツ 

(II 組 3 位） 

7 位 

ブラジル 

(11 組 4 位） 

8 位 

韓国 

(1 組 4 位） 

9 位 

ノルウ エー 

( 1 粗 5 位） 

10 位 

ウクライナ 

(II 組 5 位） 

11 位 

クロアチア 

(1 組 6 位） 

じ位 

フランス 

( II 組目位） 

13 位 

オーストリア 

(C 組 4 位） 

M 位 

スロベニア 

(B 組 4 位） 

15 位 

マケドニア 

(D 組 4 位） 

16 位 

アンゴラ 

(B 組已位） 

17 位 

中国 

(A 組 4 位） 

18 位 

曰本 

(A 組 5 位） 

19 位 

ポーランド 

に組 5 位） 

20 位 

アルゼンチン 

(D 組 5 做 

21 位 

コートジボアール 

(C 組 6 位） 

の位 

カメルーン 

( D 組 6 位） 

23 位 

ウルグアイ 

( A 組 6 位） 

24 位 

オーストラリア 

( B 組 6 位） 


imimmmm 三 miimiimiiiii 
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れの国おかやま国化』 



前号既報の通り、標記大会は地元岡山県の天皇杯、皇后杯受賞と各開催地における大きな盛り上がりのうちに閉幕いたしました。大会は岡 
山県化部の真庭市、津山市、鏡野町の兰会場で行われ、民泊となった家庭を含む多くの声援で試合は盛り上がりました。今号では地元協会、 
地元自治体の声をお伝えいたしまず。併せて、の年ぶりにブ□ック予選を勝ち上がり、24年ぶり本大会勝利を挙げた高知県成年男子につい 
ての高知県協会便りを掲載いたします。 




種目別天皇杯•皇后杯の「重み J 


岡山県八ンドボール協会理事長森安昭雄（岡山県立総社高等学校) 




「ずっしり重い-」。出場選手全員の、そして県下ハン 

ドボール関係者の熱い気持ちのこもっている種目別天皇杯- 
皇后杯を受け取った時の「重み」は、きっと末永く、県ハン 
ドボール界の歴史に刻み込まれることと確信した。 

思えば、県協会として国体を一過性のものとはせず、国体 
開催を契機に何か多くの財産を残すベく考えた。組織を残す 
か、人を残すか、物を残すか、金を残すかと将来展望見越し 
てスタートをした。また、強化、特に選手育成を通じて県民 
の多くの方々にハンドボールを知ってもらう絶好の機会でも 
あった。結果を残すことで注目をさらに集められる絶好の機 
会とも考えた。 

開催地決定後にすぐ取り組んだことは、津山市、落合町地 
区に地域に根ざしたジュニア層育成のためのクラブ発足であ 
った。雨地区ともハンドボール界の諸先輩の熱意によって産 
声を上げ、依頼地道な活動が岡山国体成巧の源であった。た 
だ、鏡野町はハンドボールとは無縁の±地柄であったため、 
広報誌、民泊協力会等を通じての町を挙げての「競技への理 
解」協力には感謝の気持ちで一杯でした。 

総務 • 競按 • 審判 • 強化と各立場ごとに責任体制を取らせ、 
地元津山市協会、落合協会をベースに中.高.高専と連携を 
取りながら、月に！〜2度の県協会常任理事会を開催し、情 
報交換の場を設定して国体は全員で行うものであることにも 
主眼をおいた。 

結果を残すことにおいては、岡山県協会の96年の「競技 
力向上10ケ年計画」を他の競技団体よりも、一歩も二歩も 


先んじて上手に活用させていただいた。有望選手の発掘や育 
成、指導者の資質向上、ジュニア育成等である。さらに、国 
内留学派遣制度、日本代表コーチ等を招くアドバイザーコー 
チ制度の導入も行った。そして、スポーツ医科学の視点から 
の選手サポートを行うトレーナー制度も大いに活用した。人 
材も県内外を問わずに、人を残すことにも奔走した。審判 A - 
B 級を多くの者に取得させ、競技部も確立させ、マッチバイ 
ザーも養成した。その結果、成年男子5位、成年女子3位、 
少年男子4位、少年女子5位という四種別全てが入賞し、天 
皇杯（男女総合)、皇后杯（女子総合優勝）という形で終了 
した。 

しかし、この結果は我々競技囲体だけで成し遂げられたの 
ではないことは当然である。 S 市町の絶大なる支援、民泊協 
会をはじめ、地域のお子さんから年配の方までの応援の盛り 
上がり、県内各地域からのハンドボール隠れファンの方々、 
学校あげての応援等多くの方々の応援パワーが有ればこそで 
あった。 

私達岡山県ハンドボール協会は、この盛り上がりを今後ど 
の様に生かすかという課題を頂いたと思う。この活動を通し 
て得た教訓をもとに、岡山県ハンドボール界を一層飛躍させ I 
ていきたいと考えております。 

最後になりましたが、紙面をお借りしまして日本協会を始 
め、各関係者にふから感謝申し上げます。ありがとうござい 
ました。 



W 巧を製が締なまな http://www.wakunaga.co.jp 
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巧度毀い巧のお問いをせは 

a がち « 巧〜金 (« 日《 )* く )9: 说一 17:00 が ; 
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0120-39-09711 
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競ラ人、応援ずる人、そして支える人が 
「キラリと輝く 


真庭市落合実行委員会事務局 


松尾憲和. 



「あなたがキラリ☆」のスローガンの下行われた、晴れの国 
おかやま国体秋季大会ハンドボール競技は、大過なく幕を閉 
じる事が出来ました。これは、一重に競技を滞りなく進めて 
頂いた、ハンドボール協会の皆様方、ボランティアとして参 
画頂いた沢山の皆さん、そして、何と言っても選手団の受入 
と応援で、この大会を大いに盛り上げて頂いた、旧落合町内 
27民泊協力会の方々のお陰だと担当者一同感謝しています。 

振り返ってみると、平成12年4月国体担当係から始まり、 
国体推進事務局の体制で国体本番を迎えるまで通算4年6力 
月、その大半を民泊受入のお願いと、その体制作りに費やし 
てぎました。 

国体開催と民泊実施の必要性についてなかなかご理解を頂 
く事が出来ず、お願いする立場の者からすると本当に大変な 
思いもしましたが、. 3年な上も先の事をお願し、してきたので 
すから、無理からめ事でもありました。 

それでも、連日に及ぶ旧町内各地区へ赴いての説明と平成 
16年6月におこなった広島県安芸高田市（旧甲田町）への 
民泊視察が功を奏したのか、平成17年の3月までには、来 
県する全40チームを27の地区で受入れる事を 
それぞれ決定して頂きました。その上、民泊協力 
会連絡協議会までも立ち上げる事ができ、先催県 
の事例に比べても遜色のない、いやむしろ自慢出 
来る状況となりました。 

そして、いよいよ本番の平成17年10月23日。 

会場では事務局が用意した観客席が埋め尽くさ 
れ、その周りを幾重にも囲む立ち見の人達。試合 
開始と同時に、地鳴りがする様な民泪協力会の応 


援、その応援に答えるべく要なる闘志を奮い立たせ、国体本 
番と言う槍舞台で素晴らしいプレーを見せる選手達。それは、 
見ている誰もが鳥肌が立つような光景でした。 

改めて、この国体の主役は白熱した試合を繰り広げた選手 
達であり、その選手達を我が子のように支えた民泊協力会の 
皆さんだという事が判った瞬間でした。そして、その事が晴 
れの国おかやま国体のスローガン通りに競う人、応援する人、 
そして支える人が「キラリな」と輝いたと思います。 

輝く沢山の笑顔と感涙を見せて巧き、そして私たち担当者 
へ感謝の言葉まで頂くことで、長い間裏方として携わってき 
た者の目から見ても、この国体は大成巧だったと確信する事 
が出来ました。 

今まで、「民泊が成て力すれば、国体は成功する。」と耳にた 
こができる程、聞かされてきました。国体が終わるまで半信 
半疑だったこの言葉を、後催県の担当者に自信を持つて贈る 
ことにしたいと思います。 



掲載写真2枚は真庭落合実行委員会提供 



大会の成功と今後の八ンドボール競技の発展 


津山市総務部国体推進室主任寺坂真一 


第60回国民体育大会•晴れの 
国おかやま国体が岡山県化の地を 
会場として開催され、成功裏のう 
ちに終了したことは、協会関係者 
はもとより我々事務局員にとって 
もたいへんな喜びです。 

津山会場は、成年男子24チー 
ムが参加、覇を競いましたが、地 
元岡山の躍進もあって非常に盛り 
上がったものとなり、観客も国内トップレベルのプレーを十 
分堪能することができました。 


大会の開催準備については、津山市が今大会では4競技(柔 
道‘剣道-ハンドボール-軟式野球）を担当していたことも 
あって思うように進みませんでした。結局、会場準備等で何 
とか開催できる形になったのは10月に入ってからという、 
r 今だから話せる」ような巧態でした。 

準備ということをもっと広範囲に捉えれば、国体開催に 
向けて5年前から津山ハンドボール教室を立ち上げるなど 
して、競技人口の捉大と開催に向けての盛り上げを図って 
きていました。今回の大会では、式典の補助員として、開始 
式.表彰式でのプラカード保持と『若い力』の合唱、「もも 
っち体操」（集団演技）などを巧ってもらいました。プラカ 















ードの保持について 
は、練習も比較的ス 
ムーズに 行えました 
が、合唱については 
なかなか時間がとれ 
ず、週1回のハンド 
ボール 教室の練習日 
に BGM 曲を流すこ 



成年男子（写真上)、少年男子（写真下) 
写真提供.スポーツイベント社 


とでリズムを覚えてもらうな 
ど、刷り込み的な手法で対応 
しました。また、「ももつち 
体操」については、低学年（小 
学校3年生な下）の教室生に 
取り組んでもらいましたが、 
"ハンドボール教室の普段の 
練習より厳しい"といわれた 
踊りの練習を8月な降10数 
回積み重ね、可愛らしい踊り 
(体操）を晴れの舞台で見事 
に披露してくれました。 

市内各校の高校生にも、た 
くさんボランティアとして協 
力をしてもらいました。各 


校の ハン ドボール部員のほとんどは競技補助員として各会場 
に、高校生ボランティアグループ（アクショングループ）は 
観客の整理や、選手へのドリンク提供などで活耀してくれま 
した。選手との交流という点では、ボランティア L 乂外の市民 
の方にはあまり機会がありませんでしたが、試合場玄関付近 
でのサイン攻め、写真攻めといったところで多少は交流が図 
れたと思います。くだんの教室生達も T シャツにサインをも 
らって、たいへん喜んでおりました。こういった交流を通じ 
て、 ハン ドボールを今後も続けていってもらう原動力となれ 
ば、国体のこの上ない財産になると思います。 

観客では、延べ800名の巿内小中学生がハンドボールの 
スピードやテクニックを目の当たりにし、その迫力に圧倒さ 
れていました。初めて試合を観戦する生徒•巧童も多く、競 
技への理解も深まったものと思います。来年度のハンドボー 
ル教室生の募集時期に、応募がどっと増えることを楽しみに 
しております。 

今後は、この国体開催の効果を最大限に活かして、競技人 
口の増加と津山地域における競技力の向上を目指して、協会 
及び教室の活動を支援してきたいと思います。 

最後になりましたが、競技会の運営にあたり、多大なるご 
指導、ご支援をいただきましたハンドボール協会関係者の皆 
様、諸々ご教示いただきました先催県の皆様に衷ムよりお礼 
申し上げます。 


r 

V 


非常に大きな感銘を与えてくれた、 
『鏡載町での国体』 


ま田郡鏡野町国体推進室室長補佐ル鴨建夫 




第60回国民体育大会『晴れの国おかやま国体』のハンド 
ボール競技会を無事終えることができ、まずは「ほっと一ま 
ふ」というのが正直なところです。 

民泊による宿泊体制の整備、大幅な仮設による競技会場づ 
くりなど、大会開幕直前の時期には一抹の不安を抱えており 
ましたが、結果として大成巧のうちに競技会を終えることが 
でき、ひとえに各民泊協力会の皆様と県協会を中ムとする競 
技団体役員の皆様のご尽力のおかげと感謝しております。 

私どもに非常に大きな感銘を与えてくれた、『鏡野町での 
国体』を少し振り返ってみたいと思います。 

大会の準備と運営 

平成13年の宮城国体視察が実質的な大会準備のスタート 
であり、その年末に準備委員会を設立し、盤平成14年度に 
準備委員会から実行委員会へ移行、平成15年度には民泊地 
区の決定を行うとともに、静岡国体へ地元関係者を中ふに 
75人の視察団を送り、民泊推進機運の高揚を感じることが 
できました。 

平成16年6月に町職員を中ムとする実施本部の立ち上げ、 
8月にはリハーサル大会開催、さらには埼玉国体視察と本 
大会に向けての諸準備に奔走する曰々でありましたが、最大 


の課題である民泊体制整備に確かな手応えを感じることがで 
き、大きな励みになりました。 

ボランティアの活動 

町民ボランティアについては、リハーサル大会時に多数の 
参加をいただき、大変にお世話になりました。 

本大会では、このときの皆さんに意向確認を巧う形で必要 
な人数の確保ができ、実施本部の様々な業務の補助に力を発 
揮いただきました。 

民泊と会場馨備について 

準備の項目でも触れましたが、当初から鏡野町での国体成 
巧の鍵はひとえに民泊の成功にあるとの認識でありました。 
言い換えますと常に最大の課題であり続けたわけですが、平 
成15年6月を皮切りに延べ100回を超える様々な説明会 
の中で、そして、選手たちがやって来てからの各民泊協力会 
の熱意溢れる取り組みを目の当たりにして、改めてわが町の 
住民の力を認識させていただきました。 

端的には競技開始からの会場の様子が全てを物語ってお 
り、会場は連日満員のうえ立ち見の人々で溢れ、試合の結果 
を問わず『わがチーム』への熱ぶ、な応援と、それに応える各 
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高知県成年巧モ（選抜）は23年ぶりに四国ブロック大会 
を2勝1敗の成績で突破し本大会に前を進めた（全県1チー 
ム参加時は除く）。本大会では1回戦兵庫県(スワロークラブ） 
と前半 11- 1し後半も最後までもつれて、の -21 で24年 
ぶりに白星を挙げた。高知新聞では、その日 バス ケッ ト ボー 
ルの少年男子が強豪秋田を破っての8強進出を決めたにもか 
かわらず ハンドボールがスポーツ 面に写真入りで大きく報じ 
られた（写真右下)。 

高知県ハンドボール協会の武 
田末男理事長は国体のハンドボ 
ール競技と大変大きな関わりを 
持つという。武田巧は選手とし 
て11回、監督として6回の国体 
に出場している。そして、夫人 
とは選手として参加した鹿巧島 
国体（第27回、昭和47年）の 
宿泊先で知り合ったのが縁で結 
(よれた0また、今回の成年巧子 武田高知県協会理事長 

チームに参加している S 男泉氏は滋賀国体（第％回、昭和 
56年）の年に生まれたため、琵琶湖にちなみ命名された。 
ちなみに、高知県成年男子が最後に勝ち星を挙げたのはこの 
滋賀国体であり、武田理事長は選手として出場していた。今 
回泉巧の参加するチームが24年ぶりの白星を挙げたことに 
武田家としても喜びひとしおであった。 



チームの素晴しい試合ぶりがありました。 

各協力会での町民と選手たちの温かい交流があればこその 
試合会場の雰 H 気であったと思います。 

会場作りについても、当初は競技床面をはじめ、ほぼ全て 
仮設対応を迫られる条件をが常に不利に感じておりました 
が、国体選手たちのプレーを間近に見られる（間近に見ざる 
を得ない？）ことのメリットは非常に大きなものがありまし 
た。 

多くの町民の皆様にハンドボールの面白さを肌で感じてい 
ただけたと思います。 

まとめ 

当初は全くの手探りと資料集めから始まった『鏡野町の国 
体』ですが、時間の経過とともに、徐々に民泊を中ふとする 
具体的な全体像を描くことができるようになり、私たちが思 
い描いた『鏡野町の国体』の一端は実現できたのではないか 
と思います。また、十分ではない会場設備の中で、連日大会 



巧年女子（写真左)、少年女子（写真右） 写真提供-スポーツイベント社 

運営に当たられた競技団体役員の皆様にも厚くお礼申し上げ 
ます。本当にお疲れ様でした。 

最後となりましたが、日本ハンドボール協会とハンドボー 
ル競技のますますのご発展を祈念いたしております。 


国体トピックス：高知をみみ便り 

高知県成年男子23年ぶりに四国大会突破、 

ぶぞぶクの 




成年男子24年ぶり白星 
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本大会に参加した高知県成年男子チ—ム 


高知新聞 ( 20 日 5 年の巧 W 曰 ) 
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を男子第 48 回•女子第 41 回全日本学生選手権（インカレ)詳報 


男子 


筑波大学2年連続優勝 


女子 


武庫川女子大学初優勝 


前号既報の通り、標記大会は昨年11月5曰〜9 
日まで、川崎市とどろきアリーナ、法政大学第二 
高校を会場に開催された。男子は筑波大学が決勝 
戦で日本体育大学を破り初の2年連続の優勝、女 
子は武庫川女子大学が関東学生連盟所属なかとし 
て初の優勝を飾った。今号では主催者、男女各優 
勝 チームの コメントを掲載します。併せて今大会 
の開催に中む的な役割を果たした関東学生八ンド 
ボール 連盟運営委員を紹介いたしまず。 

大会結果はスコアールーム （ P . の）に掲載いたし 
まず。 


多くの人達の力で成巧させた大会 

一大きな大会の運営を経験し て一 

関東学生ハンドボール連盟総合委員長•大会運営委員長ル島康次 



関東学連総合委 
員長を務める私 
は、リーグ運営は 
経験しています 
が、インカレとい 
う大きな大会の運 
営委員長は初めて 
の事であり、どの 
様に運営していけばと不安でした。しかし、福地理事長他役 
員の方々のバックアップもあり、他の運営委員と共に協力し、 
何とか大会を終わらせる事ができ、正直、ホッとしています。 

大会の運営レイアウトは、数夕の役員会、インカレ準備委 
員会にて検討され、そのレイアウトに基づき運営に入りまし 
た。後援•協賛•広告協力依頼等で、役員の方々が苦労され 
ている姿を見ていますと、今の経済状況の影響で資金手当の 
厳しさも実感させられ、この点でも良い経験をしました。 

空席でありました全日本学連及び関東学連会長が9月と 
10月に決まり、両会長が開会式にご来場下さり、挨蝶を戴 
いて、開会式が終わった時には、無事開幕出来て一まふしま 
した。 

運営面で苦労というか戸惑いがあったのは、使用会場の厳 
しい使用規定で、参加大学の皆さんもビックリされたと思い 
ます。しかし、言われていることは、当然守らなければなら 
ないことであり、ごく一部のムない選手の行為が、インカレ 


参加選手全体のマナーと評されるのは、同じ学生として残念 
でありました。 

今回は会場確保の関係で±曜日からの競技開始となりまし 
た。準備関係の役員他補助委員、審判員、マッチバイザ ー、 
その他の人的な面で動員が多く出来ました事、地方な住家族 
の方から勤務先を休まず応援に行けるので、±曜•日曜の1 
〜2回戦は有り難いとの言葉も掛けて戴きました。 

今大会の準備、運営に携わり、全国規模の大会を開催する 
には、最低1年半か2年前からの周到な準備の必要性、そ 
の他、紙面の関係にて全部は書くことが出来ませんが、色々 
な事を経験させて賞いました。全国規模の大会を開催•運営 
する大変さも実感致しました。この経験は、今後、困難にぶ 
つかった際に必ず生かせるものと思います。 

男子は筑波大学が揖み、海道を中ふに全員ハンドで2年 
連続3回目、女子は武庫川女子大学がパワーとスピードで 
決勝戦を延長で制し、初優勝を飾り、第1回から40回まで 
関東学連所属大学が独占してきた優勝旗を関西に持ち帰りま 
した。女子の部で、ユニフォームの規定違反にて競技不成立 
となり、優勝候補が消えるという事態もありましたが、男女 
共に、準々決勝戦からはどの試合も1点を争う好試合が展 
開され、大会を大いに盛り上げてくれました。 

大会開催に際しましては、多くの皆様の御尽力で無事終了 
致す事が出来ました事、運営委員長としてふからお礼申し上 
げます。 



男子優勝チー厶の声1 

インカレを最高の形で終えて… 

筑渡大学男子八ンドボール部主将船木浩斗 



優勝が決まった瞬間に、試合に出ていた選手もそれ t ソ外の 
選手 も、 皆 コートに 集まってきて、学生 ハンドボーラーにと 
つての最高の喜びを感じることができました。筑波大学男子 


ハンドボール部史上初の、インカレ2連覇をかけた大会だ 
ったので、目には見えない様々なプレッシャーが選手1人 
1人にあったと思います。しかし、それをはねのけ2年連続 
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の優勝を勝ち取ることができたことで、27人の部員それぞ 
れ大きく成長できたと思います。 

4位という結果に終わった春リーグは、チームにまとまり 
がなく、個人で戦っている感じがありました。夏の練習で2 
年生の山城や1年生の田中など、チームに活気を与えてく 
れる選手が出てきたことで徐々にチームの中に一体感が生ま 
れ、その流れに上手く乗り、秋リーグは負けなしで優勝する 
ことができたのではないでしようか。また、秋リーグで、全 
10チーム中最小平均失点という結果が出たことで、インカ 

レへの自信 
が更に高ま 
りました。 

準決勝の 
日本大学 
戦、決勝の 
日本体育大 
学戦のどち 
らも劣勢で 

服上げされる大西監暂 試合が迪ん 



男子優騰筑叛大字 

でしまったのですが、「デイフェンスで粘り、ミスの少ない 
セットオフェンスで点数を積み重ねる」という、本来の筑波 
大学の ハン ドボールを2試合とも展開できたので勝利につ 
なげることができたと思います。 

最高の形でインカレを終えることができ、 OB 会や父母の 
皆様をはじめ、大会期間中筑波大学ハンドボール部を応援し 
てくださった皆様に、御礼を申し上げます。 



女子優勝チー厶の声 

武庫川女子大学の軌跡と喜び 

武庫川女子大学八ンドボール部監督徑琢正一 



♦優勝の喜び 

これまでのチームは、経験の無さとか勝負弱さなどを指摘 
されてきましたが、負けても負けてもその位置にとどまり、 
何かを工夫することで璧を破るチャンスを探り出すことが課 
題でした。そのような考えが関東チームに対する挑戦や宿命 
であり、今大会までの道のりは長い長い歴史といえます。歴 
史に新しい風を吹き込むことができたことは何物にも代え難 
い経験と誇りを得たように思います。傷だらけの選手に対し 
て感動のあまり、ねぎらいの言葉を十分にかけてやれなかつ 
たことを悔やんでいます。 

♦勝因 

学生の部活動は限られた 
数年間に総てを懸けるもの 
です。この環境の中でチー 
ムとして力を発揮させるコ 
ーチングを求められました 
が、チーム作りの前途は多 
難でした。個で勝てない 
為に全体で勝つための工夫 
を考えざるを得ませんでし 
た。その全体で戦えたこと 
が勝因と思っています。ポ 
ジシヨンにこだわらず出場 


時間もキャリアにこだわらず、チーム全体としてやらなけれ 
ばならないことを出来る者が役割として果すことができまし 
た。全体として果す役割も個として果す役割もよく理解でき 
ていたと思います。相手に巧してできることを明確にして、 
正確にやりおいたことがチームに勝因をもたらしました。 

♦印象に残った試合 

国±館大学は対戦した経験も無く、スタイルも全く違った 
チームでした。就波大学は勝つことに経験が豊かで戦い方に 
慣れていない我々には難しい挑戦となりました。大阪教育大 
学は戦術も特徴も互いに知り尽くしたチームです。戦術的に 
多くの バリエーショ ンを持たない我々のチームにとって一戦 
への戦い方に特徴をつけることは苦しい戦いでした。中でも 
最も力を結集して戦う相手は経驗豊かな筑波大学との戦いだ 
ったと思います。個の力で及ばず、旨 P 分的な攻防では バリエ 
ーションが足りず、個を殺して全体を生かす方法しか我々に 
は残っていませんでした。試合において、結集できた戦術と 
は、自分たちから犯したミスで全体を殺さない指示を出して 
コートに送り出し、この指示を試合のポイントごとに徹底さ 
せ、それをゲームの中で生かしたことが勝因の印象として残 
っています。 

♦運営 

部活動のために多くの時間を拘束する学生時代は変わった 
と感じています。今の学生は昔と比べ器用な生き方を身に付 



理事としてメダルを自チーム選手に 
かける程塚監督 
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けており、多く 
の事を同時にこ 
なしていけるこ 
と、何かを犠牲 
にしなくても効 
率の良いやり方 
ができ時間を有 
劾に使う方法も 
知っています。 
部員を長い時間 
練習で拘束する 
ことは苦痛のみ 
を与え、プラス 
にはならないと 
考えるようにな 
りました。練習 

の効率を上げるために種目から種目への移行は出来なくても 
前に進める方針を徹底しました。強制することは多くありま 
せんが約束したことは頑固に守らせました。約束を守らない 
者は、練習へのチャンスもユニフォームを着るチャンスも与 
えませんでした。いろいろな犠牲を仏ってもチームの雰西気 
は暗くなりませんでした。しかし、どこかさめているところ 
がある若者は昔よりチームをまとめることは難しいと感じる 
こともあります。 

♦選手への言葉 

チームとしてまだ課題を残していたものの今大会に努力の 
成果として結果に表わした選手には賞賛と感謝の気持ちを表 
して祝福したいと思います。ハンドボールは 一つの ボールを 
媒体に周到な準備を意図的にする活動と、その時々の瞬間に 
しか考えられない本能的な活動があり、練習では後者の技術 
を習得させることが大変難しい課題でした。キャリアを持た 


ない選手にこの技術を覚えさせるのは大変でしたが、よく努 
力したことをチームの誇りに思っています。 

♦今後課題と抱負 

先人が守ってきた伝統の中には我々が継承していかなけれ 
ばならない大切なものがあります。伝統の中に新しいものを 
取り入れ、環境に合った工夫と創造の追求無くしてチームの 
を在はありえないでしよう。時代にそってチーム戦術に合っ 
た練習課題の選択を誤らず、チームや個人が納得して集中で 
きる環境作りを工夫して努力を続けたいと考えています。 

♦チームの歴史と運営 

【歴史】 

1968年同好会結成 
1970年部へ昇格 
1971年活動歴無し 
1972年監督として赴任 部員2名 

☆全日本選手権 

. 2005年第41回大会初優勝 
-過去…2位 • 3回1981年（第17回)、1985年（第21 
回、1995年（第31回）、3位 • 11回 （3 位決定戦に勝 
っての3位は8回、決定戦なしのは3回)、4位- 3回 
☆西日本学生選手権 

-197日年第6回大会で初優勝な来、今年の第35回大会 
を含め通算17回優勝（第6回から第11回は6連覇、第 
22回から第25回は4連覇） 

• 過去…2位 • 9回、3位 • 4回、4位 • 1回 
な関西学生リーグ 

. 1973年秋季リーグで初優勝な降、今秋を含め、春季リ 
ーグ22回、秋季リーグ19回、通算41回の優勝 (1975 
年秋季リーグから1981年秋季リーグまで13シーズン連 
続制覇、81連勝を記録） 



関ま学生八ンドボール連盟運営委員の紹介 


私達関東学生八ンドボール連盟は基本的に日本体育大学-日本大学-日本女子体育大学-東京女子体育大学から委員が選出され、現 
在は男子6名、女子5名の計11名で活動していまず。今回のインカレは、1997年に川崎市で開催されてから8年ぶりの関東での開催で 
した。「学生の、学をによる、学生のための大会 J という事でしたが、インカレを学生中瓜で開催ずるには、多くの失敗や苦労が伴いま 
した。 

プログラム校正には、いつもの倍が上の時間をかけ、入場行進曲等の音楽編集に恼み、大会が始まってからも、入場の際の選手誘導 
に手こずったり、委員に上手く指示が通っていなかった、という 
様なこともありました。 

この様に、失敗や苦労の多い中で大会を運営出来たのは、福地 
理事長をはじめ、学連 0 B の先輩や様々な人の協力があったから 
だと感じていまず。また、曰体大男子•国±館大男子•東海大男子， 

関東学院大-大東文化大*日女体大の補助を員にもたくさん助け 
られました。 

私達学連は、関東学連加盟大学の チー ムが円滑に八ンドボール 
が出来る様に活動していますが、インカレを通じて、私達も活動 
するために多くの人々の力を借りている、といラ事を改めて実感 
しました。たくさんの人に支えられて、この様な大会を終わる事 
が出来た事に対し、むから感謝すると共に、これからのま動に繫 
げていきたいと思いまず。（平成 17 年度総合委員長ル島康次） 
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(財）日本八ンドボール協会元副会長 

中浑重夫氏 

瑞まル緩章をずのがか、 

(財）日本八ンドボール協会専務理事大西武 ： E 

平成17年秋の叙熱において、既報の通り、本協会中澤重夫元副会長が瑞宝小綾章を受章 
されました。 これは、 中澤元副会長の永年に直る ハンドボールに がする業績であり、日本 ハ 
ンドボール 界に とっても、 喜ばしい栄誉であります。 

中澤元副会長は、昭和7年長聲県長野市のお生まれで、昭和33年に長野県の名門上田が 
尾高校（現上旧高校）でハンドボール部の創部に参加、ハンドボールを始められました。そ 
の後芝浦工業大学に進まれ、卒業後は同大学に残られ、教育•研究活動を続けられると共に、 

ハンドボール部のコーチ、助監督、監督と指導者の道を歩まれました。 

そして、昭和30年代から40年代にかけてハンドボールを経験した人にとって、その名を 
忘れることの出来ない芝浦工業大学の黄金時代を築かれています。この間、全日本学生王 
座決を戦優勝8回、全日本学生選手権（インカレ）優勝8回、全日本総合選手権優勝3回、 

全日本総合室巧選手権優勝4回など多くの全日本大会で優勝を飾られていますし、関東学生 
リーグにおいては、春、秋合わせて16回の優勝を遂げられています。当時まさに、ハンド 
ボールと言えば芝浦工業大学と一般人々までが知っていると言う戦績を挙げられています。 

協会関係役員としては、昭和30年全日本学生ハンドボール連盟理事に就任したのを皮切りに、日本協会理事、同評議員、同 
専務理事、同副会長、全日本学生連盟理事長、同副会長、関東学生連盟理事長、東京都協会理事長などを歴任されています。 

日本協会役員としては、昭和33年に理事に就任されてな来、平成4年に専務理事、平成10年に副会長と歴任され、通算37 
年間（义評議員等を加えると40余年）の長きに直り、日本ハンドボール界のためにご尽力いただいてきましたが、これは荒川 
清美元副会長の43年間に次ぐ功績であります。 

この間のご功績については枚挙にいとまがないのですが、特にヨーロッパな外で始めて開催された男子世界選手権の熊本開催 

力 s' 特筆されると思われます。中澤元副会長は招致の検討段階 
からさまざまなご努力を重ねられ、大会を大成功に導かれま 
した。さらに、国際ハンドボール連盟から、これからの世界 
大会のスタンダードになるであろうとの讚辞を戴き、国際的 
に栄誉あるハンス.バウマン賞を日本協会が受賞することに 
なったのであります。 

この度の中澤元副会長の受章を、日本ハンドボール界とし 
てお祝い申し上げると共に、永年にわたって培われた ご 経験 
とご知識を活かし、引き続き日本ハンドボール界の発展のた 
昨年 12 巧 12 日原宿駅前「南国酒家原宿庇!にて、お巧し、の会が開催されました めにご 指導、ご鞭撑戴ければ と 願っ ております。 
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力の結集が新たな未来を創り出す。 
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おい力に大きを期符 


2006年が明けた。近ごろは世界スポーツ界が急速に 
スピード化されてきたからかもしれないう S'、 なんだか 
1年が經過するのが早い気がする。あっという間に1 
年が過ぎまってしまう。 

早いといえば、日本ハンドボール界の今や悲願であ 
る化京オリンピックまでもう2年と迫ってきた。日本 
はご存じのように1988年のソウルオリンピックが来出 
場できていない。前回のアテネ大会予選では、女子が 
本大会で銀メダルを獲得した韓酉と引きかけ、男子も 
韓国に引き分けるなどあと一歩のところまで力をつけ 
てきた。言い換えれば「出場への光」が射し込んだと 
言っていいだろう。 

そうした現状を踏まえて日本協会は、これまでとは 
違って早いが応策を取ったことは喜ばしいことである。 
先にも何度か書いてきたが、日本のメディアはハンド 
ボール だけでなく、 スポーツ 界全般にわたってオリン 
ピック至上主義である。大げさな言い方を許していた 
だければ、オリンピックに出場しない競技は スポーツ 
ではないといった感さえある。悲しい出来事ではある 
力 S'、 まだまだ スポーツ 文化が低い日本では、そうした 
が況から脱皮できていないのではないかと思う。それ 
だけに「何力 《 何でもオリンピック出場」を果たさない 
限りメディアの関んは薄いのだ。 

これまではオリンピックイヤーが終わると、再始動 
までには「エアポケット」があった。だが、現在はそ 
れでは到底間に合わない。そうしたことに敏感に反応 
したのが「化京」へ向けてのが応だろう。2007年にド 
イツで開催の世界選手権予選を兼ねて2月にタイで開 
かれる男子のアジア選手権に備え、西アジア地域の情 
勢収集にコーチを派遣したことは、その強化路線に乗 
っ たものの 一つの 現れだ。 

現代、世界の戦いの中では、情報収集は欠かせない 
重要な テーマで ある。それに取り組むことはかつてな 
かったことであろう。いろいろな競技においては今、 
情報収集-分析者のスカウティングは当たり前のこと 
である。 

現在、 J リーグ•サンフレッチ卫に島で監督をして 
いる小野剛氏は、その道のスぺシャリストと高い評価 
を受けていた。相手の長所、短所を探れるため変装ま 
でして相手の練習会場にもぐりこんだという話を本人 
から聞いたことがある。その結果がオリンピックでの 



企画 i / S 報委員 

早川文司 


フリースロー 

fnee 


ブラジル撃破、さらには日本サッカー界の悲願だった 
ワールドカップ出場へつながったことは間違いない。 

J リーグでは、次のが微相手へのスカウテイングは 
今や当たり前になっている。試合会場では必ずと言っ 
ていいほど、両チームの関係者が鋭くピッチを見つめ 
ているのだ。それほどサッカー界では情報収集なくし 
ての戦いは考えられなくなっているのだ。 

世界選手権出場が北京オリンピックへの道につなが 
ることは紛れもない事実である。 

一方で、トップ強化と並行して進めなければならな 
いのが、みの世代の強化である。確かに化京にはトッ 
プ強化はもちろんだが、さらに将来の展望も忘れてい 
ては、出場が実現したとしてもまたム細くなりかねな 
い。そうした意味からも今夏、広島で開催されるアジ 
アジュニア選手権は大いに注目される大会だ。义の世 
化を担う逸ががまたとない経験が得られることは大い 
に役立つはずだ。 

昨年ホ、雪の福井で巧われた全日本総合選手権に巧 
子窩校3冠王-興南が出場は、実に30年ぶりの高校男 
子の登場だった。しかも初戦で学生チャンピオン筑波 
大に堂々と渡り合う戦いを演じた。惜しくも1点差で 
敗れはした力 《 、各選手に与えたインパクトは今後に素 
晴らしい財産を残したと言えるだろう。学生に堂々と 
勝負を挑んだ若さ、そこで得た自信、そしてアジア、 
さらに世界で戦う喜びを知ることは「あす」への糧に 
なるのは間違いない。ひとつきっかけをつかめば、想 
像もつかないほど成長するのが若さの特権でもある。 

アジアジュニア選手権、世界女子 ユース 大会 （8 月- 
カナダ）に臨む日本の若い芽たちが「躍進」という楽 
しみと希望につながる。トップの成績とともに、こち 
らの結果からも目が離せない重要な、そしてチャレン 
ジする2006年であると思っている。 


A 規模•高速•高効 





乂己菱重工 


インテグレーテツド 

パーキング 

システム 


=お丘访財を1爲 


=姜重工葉株式をな本社立か駐車場事まユニット 
東京都港区港南 2-16-5 〒の 8-821 日 TEL . (03)6716-4191 
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風の道をつくり、自然換気をする建缴よ、世界的に見て、 
確かなひとつの流れとなっています。 

NAV ウインドウ21は、「風」という自然エネルギーを利用した 
爽やかで効率のよい自然換気を実現するシステムです。 


自然換気システム fNAV-Window-21 」は、 
各地の体育館•大聖聞譲熬で據用されて li ます t 

> ， — -で - 


自然換気システム商品シリ ー U ズ 

fNAV-Windoiu-2l\ 

〈スウインドウ/ウインコン/キャブコン〉 


r 平ぶ 16 年度地域お强化巧比活動巧境义邑賞受貫 J について 

当社び実施してきた10年間に宣る自然換気システムの開 
発への評価、また製造販売活動を通じ 自然換気システムを 
採用いただいたビル建築が100件を超え、年間で 
13,00 Ot の C 02 排出削減（森林面積で已，600 ha 与皇居 
面積の約60倍相当）に貢献している 点び評価されました。 


11111で JLE 二3むェ荣巧巧さは 


本社/〒 933-8602 富山 m 高岡市早 W550 <ビル建材事業部> TEL (0766) 20-3321 
立山アルミホームぺージ http://www.tateyama.co.jp/ 






































第 30 回日本八ンドボールリーグ 

レギュフ^シ^ズン曰程表煤じ週〜 23 獄 


週 

月日（曜） 



で 枯 

1部男子 

女子 

2部男子 


時間 

組合せ 

時間 

組合せ 

時間 

組合せ 

12 


埼 

玉 

八潮巿立鶴ヶ曽根体育館 

14:00〜 

大崎電気 X ホンダ 






じ/3化） 

愛 

知 

刈谷ホ体育館 

15:00〜 

トヨタ車体 X ホンダ熊本 



13:00〜 

トヨタ自動車 X 北陸電力 



に 

島 

佐伯区スポーツセンター 

14:00〜 

湧永製薬 X 大同特殊鋼 





13 


愛 

巧 

岡崎中央燃合公園総合体育館 

14:30- 

トヨタ車体 X 大同特殊鋼 



12:30〜 

トヨタ自動車 XHC 東京 


じ/10(±) 

兰重 

鈴鹿市体育館 

14:00〜 

ホンダ X トヨタが織九州 







m 

本 

熊本県立天草工業高校体育館 

14:00〜 

ホンダ能本 X 大崎電気 







愛 

巧 

巧立市福祉体育館 

12:30〜 

大同特殊鋼 X 卜が妨織九州 






12/11(0) 

14:30〜 

トヨタ車体 X ホンダ 







熊 

本 

宇城市松橋総合体育文化センタ- 

14:孤〜 

ホンダ熊本 X 湧永製薬 





14 

12/17仕) 

愛 

知 

豊田合成 ㈱ 健康管理センター 





15:00〜 

豊田合成 XH じ東京 



化 

賀 

トヨタ結織九州クレイソアリ-ナ 

11:00〜 

トヨタ热織九州 X 湧を製薬 






12/18( 日） 

大 

分 

大分県立総合体育館 

12:50〜 

大同特殊鋼 X ホンダ熊本 







14:30〜 

大崎電気 X トヨタ車体 





15 

!/7出 

埼 

玉 

富±見ホ立ホ民総合体育館 

14:00〜 

大崎電気 X 卜巧綻織九渊 







東 

京 

駒お屋内球技場 





14:00〜 

HC 東京: X 基旧合成 


1/8 (日） 

奈 

良 

生駒ホ巿民体育館 

13:00〜 

ホンダ X ホンダ熊本 







山 

□ 

周南ホ総合スポーツセンター 

14:00〜 

湧永製薬 X トヨタ車体 





16 


岩 

手 

花卷市総合体育館 

14:00〜 

大崎電気 X 大同特殊鋼 







福 

井 

化陸電力福并体育館フレア 





14:00〜 

北陸電力 X 巧夕自動車 


1/14仕） 

広 

島 

佐伯区スポーツセンター 

14:00〜 

湧を製薬 X ホンダ 






佐 

賀 

トヨタ紙厳九州クレインアリ-ナ 

14:孤〜 

トヨタ瓶厳九州 X ホンダ熊本 







鹿児島 

楚島ホ国分総合体育館 
(旧国分市総合体育館） 



14:00〜 

に-セミ]ンダクタ九州 X 化國銀行 




1/15(0) 

熊 

本 

山鹿巿総合体育館 



13:00〜 

オムロン X 広島メイプルいノス’ 



17 

1/21(±) 

鹿児島 

ソニ-セミ]ジグクタ九州 ㈱ 体育館 



14:00〜 

に-む]ンダクタ九州 X H C 名古屋 




1/22 (0) 

お 

JII 

ル松総合体育館 



13:00〜 

化國銀行 X オムロン 



18 


石 

川 

金ミ尺ホ雜合体育館 



13:00〜 

化國銀行 XHC 名古屋 




1/28仕） 

福 

并 

北陸電力福井体育館フレア 





14:00〜 

北陸電力 X 豊旧合成 



広 

島 

ま区スポーツセンター 



14:00〜 

広島タイプ化いノス ' X に-わミ〕ソダクタ九州 



19 

2/4让） 

愛 

巧 

二好公園総合体育館 



14:00〜 

HC 名古屋 X オムロン 

じ:00〜 

トヨタ自動車 XHC 東京 


2/5 ( B ) 

石 

JII 

ルお総合体育館 



13:00〜 

化国銀朽 X 広島タイフ‘ルレ•ノス‘ 



20 

2/11(±) 

鹿児島 

ソニ-セミ]ジグクタ九州 ㈱ 体育館 



14:00〜 

に-む]ンダクタ九州 X 広島バグ化レが 




2/12(0) 

愛 

巧 

ブラザーエ業体育館 



14:00〜 

HC 名古屋 X 化國銀行 



21 


東 

京 

駒お屋巧球巧場 





14:00〜 

HC 東京 X 化陸電力 


2/18仕) 

愛 

巧 

ブラザーエ業体育館 



16:00〜 

H C 名古屋 X ソこ-お]ソゲクタ九州 

14:00〜 

豊田合成 X 巧》自動車 



京 

都 

京都市体育館 



15:00〜 

オムロン X 化國銀行 


\ 

22 


愛 

巧 

中村スポーツセンター 

13:00〜 

大同特殊鋼 X 湧永製薬 






2/25出 

王重 

本田技研健保体育館 

14:00〜 

ホンダ X 大崎單気 







広 

島 

東区スポーツセンター 



14:00〜 

広島イイプルいノス‘ XHC 名古屋 




2/26旧) 

ま 

京 

駒ミ尺体育館 





14:00〜 

HC 東京 X 豊旧合成 


熊 

本 

水侯ホ立総合体育館 

13:00〜 

ホンダ熊本 X トヨタ車体 

14:40〜 

オムロン X ソこ-わミ]ンダクタ九州 



23 

3/4仕) 

S 重 

鈴鹿ホ体育館 

14:00〜 

ホンダ X 大同特殊鋼 






ぶ 

島 

東区スポーツセンター 

14:40〜 

湧永製薬 X 大崎電気 

13:00〜 

広島タイプルレが X オムロン 




3/5 (0) 

石 

川 

ル松総合体育館 . 



13:00〜 

化國銀巧 X に-セミ]ソダクタ九州 




佐 

賀 

トヨタ瓶厳九州クレイソアリ-ナ 

13:00〜 

トヨタ結織九州 X トヨタ車体 






月日（曜） 

開催地 

会場 

時間 

組合せ 

3月18日出 

東京 

駒ミ尺体育館 

13:00〜 

(1) 女子•フレーオフ準決勝（通算2位） VS (通篡3位） 

15:00〜 

じ）男子-プレーオフ準決勝（通算 H な） VS (通算4位） 

17:00〜 

(3) 男子•プレーオフ準決勝（通尝2位） VS (通算3位） 

3巧19曰（曰） 

東京 

蔚ぉ体育館 

13:00〜 

女子. プレーオフ決勝（通算1位） VS (1) の勝者 

15:00〜 

男子-フしーオフ決勝に）の勝者 VS (3) の勝者 


◎ JHL ホームページにチーム情報、全日程、会場案内を掲載しています。 

http :// www . jhl . handball . jp / 
http :// www . jhl . handball . jp / i / (i -mode 対応巧） 



開幕戦から （2005.9.3) 跳 HIKAHISA 
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八ンドボールのゲーム分析からみたチーム 
間差に巧ずる有効な攻撃戦術に関ずる研究 

一女子アテネオリンピック決勝のゲームから一 

山本，ち志（兵庫教育大学） 



目的 


本研究は、体力差や体格差のあるチームが、どのようにしてこ 
れらを克服してゲームを進め、チームを勝利に導くかを検討する 
ための攻撃戦術を明らかにずることが目的である。そのために、 
2004年開催されたアテネオリンピックの女子決勝戦（韓国対デ 
ンマーク）のゲーム分析からデンマークと韓国チームの遅攻時の 
集固攻撃戦術の特徴にっいて比較.検討ずることにより、体力や 
か格差があるチーム間差にがする有効な攻撃戦術を巧らかにず 
る。 

方法： 

ゲーム分析からみた有効な集固攻撃戦術の検討 

(1) 巧象 ゲーム 

アテネオリンピックの女子決勝戦の韓国とデンマーク戦を対象 
とした。 

(2) ゲーム分析の方法ならびに項目 

シュート場面力《客観的および能率的に記録できる八ンドボール 
用試合分析プログラミングによって時間的流れに沿って記録し 
た。分析項目は、攻撃完了率、シュート成巧率、巧撃型、シュー 
卜の地域区分、シュートのポジション別の得点率である。それぞ 
れの結果から韓国チームの攻擎戦術についてまとめる。 

結果および考察： 

ゲーム分析からみた有効な集団攻撃戦術の検討~ 

韓国の平巧身長が 171 cm 、 体重 63. 4 kg に対して、デンマーク 
は平均身長が 176 cm (体重は不明であるが確かに韓国を上回るも 
のである）と体格、体力ともにデンマークカ《優れていることがわ 
かった。ゲームは同点で終了し、第1、第2延長も同点で終了、 
7 m スローコンテストとなりデンマークが最終的には優勝した。 

このゲーム分析の結果、遅攻における両チームのシュートは 
ともにロングシュートの出現が最も多く認められた。ところ力 
その得点率はデンマークが 82. 3%であったのに巧して、韓国は 
46. 1%とおかった。そのため、韓国ではサイドとポストの得点率 
が 53. 9%と高くなった。すなわちデンマークは体格や体力を活 
かしてのロングシュートを上手く得点につなげていることがわか 
った。一方、韓国はどこからでも得点できるよラにコートプレー 
ヤーー人一人がディフェンスとの関係において、役割をきっちり 
こなして得点していることがわかった。さらに遅攻における集団 
攻撃戦術をみてみると、デンマークは遅なにおける全な撃54回 


の内クロスを使っての I 欠撃が23回 (42. 5%)あった。これに対し、 
韓国は、遅な全攻撃49回の内クロス巧撃が9回（18.3%)であ 
り、相手とのズレをつくる才ープン攻撃が20回 （40.896) と多 
く認められた。このことからもチームの特性が活かされる攻撃戦 
術を持ちながら得点機会を狙っていることが示された。このよう 
に、それぞれの チームで それぞれのプレーの特徴を捉えることが 
できたわけであり、それらの結果がデンマークと韓国の身長や体 
重による体格や体力差を埋めるための集面な撃戦術として考える 
ことができると思われる。 

そこで、韓国の遅攻での集団な撃戦術を時間経過とともにみて 
みると、前半からコート中央の2対2における攻撃を中/じに組み 
立てられていることが示された。そこが起点となって I 女撃され 
るピとによって、両45度のデイフェンスがセンターに少しよる。 
このことにより、攻擊側の45度が外側に少しずれることで45度 
へのパスへと展開されることが、横へのずらしとなってそのまま 
カツトインで入るか、サイドまでパスを回ずかといラ攻撃になっ 
ていることがみられた。その結果がどこのポジションからもシュ 
—卜を決めていることになったものと考えられる。また、この攻 
撃は3次的な速攻場面でもみられる攻撃戦術であった。 

また、クロスした場合では、クロスしたプレーヤーにデイフェ 
ンスが引き連れられた裏をつくというリターンパスによるデイフ 
ェンスとのズレによる攻撃戦術も後半にみられた。このことは、 
な撃の一連の方向性を変えることにつながり、デイフェンスの迷 
いを誘うことになったと考えられる。 

これらの結果から、体格や体力差に対し、どうしても上から攻 
めることは難しくなる。このため、デイフェンスの間をどのよラ 
に攻めるかという、横のズレをつくるという攻擎戦術が有効であ 
ることが示唆された。 



アテネオリンピック女子み勝より 


iHFai 供导ち 


UMKI ず 


mi 


Shd 


豊かな明曰を切り開<、大蹄マインド。 

腺6れた資源だから、有意義に使っていをたい。命あるものたちが共巧ずる地球だから、快適な摄境を守つていをたい。 

計測•制御の專門メーカーとして時代を U — ドずる大巧は、ユニークな発想と探究むで省エネ、省力化機器など、つねに技術革新をこころがけていまず。 


ECOCOOV 


大骑呈気工業はなちな 

本れ干141-日646まを巧品り I 区 A 置反苗 2-2-7 TE しの3巧44 3-71 71リ巧> 


を3巧ハンドボールゴ1手ング研究み都告 
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-蓋ワールド•八ジドボーみ-マガジン （ WHM ) 2005年 • 3号より 


_=第1回男子ユース世界選手権（カタール）の分析 

画 への刺激-さらなる競技力の向上 


国際八ンドボール連盟 （ IHF ) の機関誌であるワールド•八ンドボール•マガジン州年4回発行）には不定期で世界大会 
の分析が掲載されまず。2005年3号には2005年8月に開催された男子ユース世界選手権の分析が IHF ( CCM ) Dietrich Spate 
氏により行われ、掲載された。今号では、岡本大氏（国±舘大学）の翻訳により掲載いたします。次号では今ユース大会の特 
徴の一つである3 - 3デイフエンスの分析を掲載いたします。 

※原文は多くの連続写真が掲載されていますが、本誌では紙面の報合上掲載できません。（編集委員会） 

翻訳：情報科学委員会分析サポートチーム男テサポートリーダー岡本大（国±舘大学) 



ス世界選手権：ジュニア 
躍代との体系化に世界的な 


17 . 

Hi 激 


2005年、 IHF は初めてのユース世界 


一方で、 ほぼすベての チーム （クロア 
チアな外）が他の男子大会と同様に絶え 
間な く 素早い プレーを 選択していた。例 
えば、クイック スロー オフは大会全体を 
通して行われ、前回の世界選手権 (2005 : 


れた（表3参照)。アルゼンチンは驚く 
ことにほとんどの得点をゴールエリアか 
ら獲得していた。特にバックコートプレ 
ーヤーはパスの方法において多くのバリ 
エーシヨンを有していた。 


選手権 （18 歳が下）を開催した。この 
大会には2つの中ふ的な目的がある。そ 
れは、 

① 特に ヨーロッ パ地域な外の国のジュニ 
ア体系の発展を促進 

② 特にヨーロッパ地域が外の国々の競技 
水準向上 

である。 

まず大会を振り返ってみると、これら 
の目的は十分に達成されていた。ヨーロ 
ッパ地域於外の多くの国で、競技のカテ 
ゴリ ー や ユース «下の年齡区分がこの新 
しい形式に順応されていた。いくつかの 
国々はこの新しい大会を、ジュニア体系 
の統合を展開するための機会として利用 
していた。 

例えば、この大会におけるアルゼンチ 
ンやイランの優れた競技力は、ヨー ロッ 
パ地域な外の国の将来におけるさらなる 
競技力向上を証明した。このことは将来 
の ハン ドボール界発展にとって重要で画 
期的な出来事である。 

g —スにおいても遠い試合 

陽開 

表1の結果が示すように、1試合の攻 
撃回数は男女の国際大会より多く、1回 
の攻撃に要する時間は平均で 27.8 秒で 
あった。さらに詳細な分析結果（表 2) 
で示されるように、10 チーム すべてが 
60回を谭える攻撃回数であった。 

またミス率においては上位4チームは 
他の男子大会に近い値であった（表2の 
ミス率参照)。7位な下のチームでは大 
変高いミス率であった。 


チュニジア）よりも大変多く実行されて 
いた。 

R ツ K オフェンスにおける 
まな相違 

ヨーロッパ 地域の チームは 攻撃を成巧 
させること、特に バック コートプレーヤ 
一の活躍（表 3) に関しては最高の評価 
を獲得した（表2)。将来 ヨーロッパ 地 
域 L 乂外のチームがさらなる向上を目指す 
ならば、戦術的にきちんと組織化された 
セッ トオフェンスと バック コートプレー 
ヤーのパフオーマンスの向上のための卜 
レーニングに特に焦点をあてる必要があ 
る。 

近年、男子ハンドボールで卓越してい 
たポストプレーは ユースの 大会でもみら 


B ィフェンスにおける戦術 
相違点 

韓国とェジプトは極端に攻撃的なディ 
フェンスシステムを採用していた。彼ら 
の最も攻撃的な配置は、 3- 3ディフェン 
スにおいてセンターライン付近からすで 
に相手をディフェンス仕始めるというも 
のであった。 

対照的にデンマークとクロアチアは主 
に守備的な方法を選択していた。両チー 
ムともが時する相手よりも極端にボール 
中ムに人数を集めて守備するというもの 
であった。最もバリエーション豊富なデ 
ィフェンス活動で、頻繁にシステムを変 
化させていたのはチャンピオンに輝いた 
セルビア-モンテネグロであった。優れ 
た特有のディフュンス 
トレーニングは プレー 
ヤーに利益をもたらす 
ことを明確に示してい 
る。 


表1高速八ンドボール：男子の大会における攻巧の分析 


大会名 

試合数 

攻擊回数 
(1 試合） 

な整時間 
( 1回：秒） 

第1回世界ユース2005 

27 

-129.4 

27.8 

チュニジア世界選手権2005 

86 

120.2 

29.9 

アテネオリンピック（男子）2004 

44 

115.7 

31. 1 

アテネオリンピック（女子）2004 

33 

124.5 

28.9 


表 2 オフェンス * デイフェンス及び GK のパフオーマンス 



オフェンス 

デイフェンス 

GK 

チーム名 

巧撃回数 

攻擊成て力 
率げ 0) 

ミス率 
(%) 

アシスト 

インター 

セプト 

ンュート 
ブロック 

シュート 
阻止率（％) 

1.セルビア•モンテネグロ 

64.7 

63.0 

19.3 

24.2 

5.7 

6. 5 

40.2 

2.韓国 

68.5 

49.6 

21.2 

22.2 

6.2 

0.7 

29.0 

3.クロアチア 

61.2 

56. \ 

20.2 

20.0 

3.0 

又2 

32.7 

4•デンマーク 

60.7 

61.6 

18.7 

22.0 

4.0 

3.8 

40.9 

5.カタール 

68.8 

56.2 

1 

18.0 

5.6 

4.4 

% 1 

6.エジフト 

65.2 

55.8 

18.7 

22.0 

5.0 

1.0 

33.9 

7,アルゼンチン 

66.2 

55.2 

27.5 

19.6 

9.2 

2.2 

31.2 

8.イラン 

63.0 

46.2 

27.6 

14.6 

3.8 

1.4 

30.5 

9.チュニジア 

62.0 

50.8 

29.7 

16.4 

4.0 

2.4 

29.9 

10.モロッコ 

67.8 

46.7 

40.4 

13.8 

3.4 

1.4 

29.7 
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■第 1 回男子 ユース 世界選手恼（カタール）分析： 

■未来への刺激一さらなる競技力の向上一 （rWHMj 2 〇〇 5 . 3 号より） 


表3ポジション及びシチュエーションごとの得点割合と成巧率 



ポスト 

サイド 

9 m 

カツ h イン 

速攻 

7 m 

チーム名 

割合 

成巧率 

割合 

成巧率 

割合 

成功率 

割合 

成功率 

割合 

成功率 

割合 

成功率 

1. セルビア•モンテネグロ 

25. 1 

59.6 

15.2 

已 9. 3 

15.6 

42.9 

13.7 

93.6 

25.6 

77. 1 

4.7 

71.4 

2. 韓国 

23.8 

60.6 

12.7 

38.3 

22. 1 

30.5 

11. 1 

74. 1 

16.6 

68.2 

13.8 

78. 1 

3. クロアチア 

26.6 

52.7 

19.6 

65.5 

22.3 

40.2 

15.2 

84.9 

8.2 

62.5 

8.2 

71.4 

4. デンマーク 

19.6 

58.2 

19.6 

58.2 

25. 1 

50.6 

10.6 

91.3 

19.6 

75.0 

日. 5 

73.3 

5. カタール 

22.0 

56.3 

10.4 

48.6 

21.3 

35.4 

23.8 

88.6 

14.6 

70.6 

7.9 

81.3 

6. エジプト 

22.5 

63.2 

18.4 

47.5 

18.8 

34.9 

8. 1 

92.9 

23. 1 

77. 1 

9.4 

71.4 

7. アルゼンチン 

38.目 

58.5 

16. 1 

50.0 

13.3 

% 6 

4.9 

70.0 

21.0 

71.4 

6.3 

75.0 

8. イラン 

26.5 

50.0 

17. 1 

37.0 

19.7 

29.5 

6.8 

88.9 

15.4 

72.0 

14.5 

68.0 

9. チュニジア 

30.2 

60.3 

20.6 

46.7 

18.3 

32.4 

6-4 

89.0 

り.1 

70.0 

り.9 

62.5 

;0.モロッコ 1 

33.0 

51.5 

24.3 

44.6 

9.7 

18.9 

13.6 

100.0 

14.6 

75.0 

4.9 

41.7 

全体 

26.1 

57.0 

17. 1 

49 •目 

19. 1 

35.7 

11.8 

87.0 

17.4 

72.8 

8.5 

70.3 



出蕭圉が巧いた帝ずブ S 
エンスシステムのか祈 


m 


ルビア-モンテネグロ 
なデイフエンスミま動！ 


桑 


サイドのディフェンダーが攻撃的に内 
側に位置し、ボール中ムの 6-0 ディフ 
ェンスシステムをしている。サイドディ 
フェンスがバックコートプレーヤーにア 
タックすることもある。 5-1 デイフェン 
スシステムは、トップデイフェンダーが 
中央で大変攻撃的に前方に位置し、バッ 
クコートプレーヤー間のパスコースを遮 
断している。すべてのデイフェンダーが 
ボール中ふにディフェンス活動をしてい 
る。ち側のデイフェンダーは左バックコ 
ートプレーヤーへのパスコースを妨げる 
様な動きを行う。 

第1回ユース世界選手権でのディフェ 
ンスの特徽は、全体的に柔軟な活動がな 
されていた点である。頻繁にディフェン 
スシステムを変化させ、個々のデイフエ 
ンス配置も様々な方法がみられた。 



イフェン 


国：柔軟な 3-3 デ 
阻システム 


韓国は大変攻撃的な 3-3 デイフェンス 
システムの基本的な配置としていた。 3 
人の攻擊的なデイフェンダーがセンター 
ラインのすぐ後ろ付近で相対するオフェ 
ンスプレーヤーをマンツーマンでマーク 
する。攻撃の組み立てを始める時にはす 
でにバックコートの深い位置で混乱させ 
られている。ボールを所持しているプレ 
ーヤーには即座に接近してプレッシャー 
をかける。中間に浮いてくるポストには 
マンツーマンでついていく。それでも、 
韓国はマンツーマンデイフェンスとして 
ではなくシステムとして守っている。攻 
撃のプレーヤーは特にゴールエリアにお 
い所では、ダブルポストに入っていくか、 
パスを回すか、デイフェンダーを連れて 
動くことが実行可能である。デイフェン 
スのスタート配置がいくらか守備的にな 
ったもので、この 3-3 デイフェンスの柔 
軟性を表している。 

部尸^^ 


到.淵 


1 


ロアチア： 6-0 と 3-2-1 デ 
フェンスシステムの戦術 
1) な使い分け 


ここ最近のクロアチアの代表チームは 
3-2-1 ディフ卫ンスで試合を始める。攻 
撃チームがダブルポストになっても、幾 
分かしか守備的にならず、基本システム 
は変化させない。 

ボール中ふの 6-0 デイフェンスも行 


う。クロアチアは攻 
撃的な 3-2-1 ディフ 
ェンスの後、後半で 
しばしばこのシステ 
ムを使用する。この 
6-0 デイフェンスは 
基本システムとして 
この大会で使用され 
ていた。特にセンタ 
ーデイフェンダーの 
シュートブロック活 
動は優れていた。戦 
術的バリエーションとして特に数的優 
位な状態の時みられた 4-0+2 ディフェ 
ンスシステムがある。このシステムの特 
徴は2人の攻撃的なディフ卫ンダーが共 
にボールのある方向へ移動するものであ 
る。したがって攻撃側は攻撃し始めると 
きにはすでに邪魔をされることになる。 


面 ■() デ- 


ーク：スウェーデン式 
デイフエンスシステム 


デンマークの基本は 6-0 ディフェンス 
である。攻撃のセンターからポストへの 
パスをち4日のディフェンダーがカット 
するようなディフェンストライアングル 
を形作ることもある。またディフェンス 
活動の基本方針が、内側に位置するディ 
フェンダーが S 角形の配置を築きながら 
すべてボールと関係するスウェーデンの 
目-0ディフェンスシステムの特徴を使用 
している。 

この大会においてデンマークはベスト 
の 6-0 ディフェンス活動をした。にもか 
かわらず時として 5-1 ディフェンスも使 
用した。この際、左サイドディフェンダ 
一は柔軟に活動し、時折コート中央まで 
攻擊的にディフュンス活動をした。 


職ター 

壁の 

陽ム 


ル：より守備的な中央 
6-0 デイフェンスシス 


カタールは最初基本のデイフェンスシ 
ステムとして6-日デイフェンスを使用し 
た。しかしながらデンマークやクロアチ 
アとは対照的にカタールのデイフェンス 
活動は中央のデイフェンダーはより守備 
的な配置をするものであった。ゴールキ 
ーパーと協調してシュートを遮断し、ま 
たポストプレーヤーへのパスを妨げる目 
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第 1 回男子ユース世界選手権（カタール）分析： 

未来への刺激一さらなる競技力の向上一 CWHMj 2005.3号より） 


的であった。 

しかしながら、いくつかの試合では、 
マンツーマンに近い 5-1 デイフェンスを 
使用した。大変攻撃的なトップディフェ 
ンダーを配置するディフェンスシステム 
である。もし攻攀側がダブルポストに変 
化してきたとしても、この基本隊形を維 
持し、しばしば高い位置においてマンツ 
ーマンで守備し、攻撃側にとって広いス 
ペースがうまれていた。 

ジプト：きわめて攻撃的で 
^極的な 3-3 ディフェンスシ 
良テム 

トップのディフェンダーが、時には相 
手コートにさえも入っていくといった大 
変攻撃的な 3-3 ディフ卫ンスを行う。こ 
の方法は攻撃側が巧手コートに入る時に 
はすでに邪魔をされており、ボールを運 
ぶ途中には攻撃の組み立てを妨げられて 
いる。全かとしてエジプトはとても変化 
に富んだディフェンス活動をした。 3-3 
ディフェンスより守備的な 5-1 ディフェ 
ンスでは、ボールと反対側のディフェン 
ダーが牽制活動をする。またエジプトは 
特に数的優位の状況においては攻撃的な 
4-0+2 ディフェンスシステムを使用し 
た。これらのディフェンスシステム（エ 
ジプトは高い位置で大変柔軟な 3-3 ディ 
フェンスも使用した）は、対戦相手や試 
合展開によつて意図的に変化させられて 
いた。 



ム h 


I I ルゼンチン：素早いフッ K 
I — クによるボール中也の 
1-1 ディフェンスシステム 

アルゼンチンの基本システムである 
5-1 ディフェンスである。攻撃側の右 
45によるコート中央方面への有効的な 
パスを妨げている。ボールの無い側では 
ち45ディフ卫ンダーは積極的にポスト 
を運び込み、そして攻撃側の左45にが 
するデイフェンスポジシヨンもとる。 

ダブルポスト攻撃に対しても日-1ディ 
フェンス隊おを維持している。トップデ 
ィフェンダーはボールに集中しながら横 
への対応の動きを試みる。従って対角の 
ポストへのパスも妨害する。数的優位の 
状況においては、アルゼンチンはェジプ 
卜や韓国のディフェンスの戦術的基本原 
則と似た攻撃的な 3-3 ディフ卫ンスを使 
用した。 

t ラン：ボール中瓜の 5-1 デ 
フェンスシステム 

イランは相手のホフェンスを攻撃的に 
高い位置で邪魔をするトップデイフ卫ン 
ダーを擁し、 5-1 ディフェンスを基本と 
していた。ダブルポストの攻撃に巧して 
は一貫してボールの方へ移動し、バック 
コートからのシュート（ここでは左4日） 
はシュートブロックするといった方法で 
5-1 隊形を維持していた。しかしながら、 
一般にこのシチュエー シヨ ンではボール 
の無い左側では、攻撃側に明確な数的優 
位な状況が発生する。 

i | ュニジア： 5-1 ディフェン 
システムから変化ずるデ 
R フェンス活動 


チュニジア代表トップチー•ムのディフ 
ェンス活動と同じように 5-1 ディフェ 
ンスを巧う。攻擊側の左45にボールが 
ある時、トップディフ X ンダーは攻擊的 
に大変高い位置まででている。ボールが 
自分の側に無い間、左45ディフェンダ 
一は大変内側に移動して位置をとってい 
る。左サイドディフ卫ンダーも内側に位 
置し、攻撃側の右45バックコートプレ 
ーヤーにがして積極的にディフェンスす 
る。チュニジアはこの基本システムから 
さまざまな方法に変化して活動できる。 
攻撃側がダブルポストに移行して攻擊し 
てきた時には日-0+1でディフェンスを 
行う。また、攻擊的な 4-2 ディフェンス 
もあり、いくつかの試合では戦術的バリ 
エーシヨンとして 3-3 デイフェンスもみ 
られた。この場合攻撃的なディフ X ンダ 
一は純粋にマンツーマンではなく、高い 
位置でボール中ふに柔軟に活動した。 


醒口 

1 : 


ツコ： 3- 3デイフェンス 
f ステムまで変化ずるデイ 
ンス 


モロッコもまた 5-1 から 4-2 や攻撃 
的な 3-3 へと、変化に富んだディフ卫 
ンス活動をみせた。高い位置取りのトッ 
プディフェンダーとフリースローライン 
前の45ディフェンダーによる攻撃的な 
3- 3ディフェンスである。モロッコは時 
にはセンターライン近くまで 3-3 ディフ 
ェンスで押し上げた。極めて攻撃的なデ 
ィフェンスの基本隊あをとっていた。ダ 
ブルポストに巧してはディフェンシブな { 
5-1 ディフェンスを維持し、トップディ 
フェンダーは絶えず ボール 側へ位置を移 
していた。 


KIRIN 


時代を超えた、昭和のラガー, 


丰のク巧リク5方 


飲酒は20歳になってから。お酒は楽しく、ほどほどに。のんだあとはリサイクル。 

www . kirin . co . jp / chugoku 丰リンビ-ル株巧き tt 中固地区本部 




か:!巧をブ巧か 


織 
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東京都腐衾填り 



厂ハ~卜が 


:女性だけのブ:会を実施 



東京都八ンドボール協会女性委員会 

OOOOOOOOOOOOOO 0000000000000000000000000000000000000 OOOOOO 000000000000000 OOCOO 00000000000 


スポーツの楽しみ方が多様化している 
現在、「ハンドボール」という種目の楽 
しみ方が画一化されていることから東京 
都ハンドボール協会女'陡委員会では、一 
つのトライアルとして、女性だけで大会 
を実施する事にチャレンジしました。い 
きなり公式大会というようなことではな 
く、まずはテストマッチを開催し、そこ 
から得られた新たな発見や課題を基に今 
後の大会企画に生かすべくヒントを得よ 
うと考えました。ハンドボールの新たな 
楽しみ方を検討していく素材作りと位置 
づけて運営してみた結果、大会のあり方 
について新たな収穫を得られた1日と 
なりましたので、《下報告いたします。 

►目的 

女性だけの大会を通して、現スポーツ 
大会のあり方を見直すきっかけづくり。 
所属や年齢を超えたハンド ボール 仲間の 
ふれあいと身体を動かす場の提供。ハン 
ドボールを 「する」「観る二応援」「語る」 
「支える J 環境作りの場の提供。審判員 
の育成。 

►大会名称 

女牲のみで行う本会の名前をあえて 
『ハートボール』としました。「女性」「レ 
ディース」などといった"性"の表現で 
はなく、女性ならではの気配りや配慮、 
ふの温かさを大切にしたスポーツの集い 
という気持ちと、ふからふをボールでつ 
なぐ「ハンドボール」を名称に込めてみ 
ました。 

►トライアル開催をしてみて 

初めて顔合わせ、初めて組むチームに 
も拘らず、試合中もその他の時間も参カロ 
者の笑顔が絶えない1日であったのは 
印象的でした。参加者個々には技術的な 
差からか、いささか物足りなさを感じて 
いる人もいたようですが、お互いを補完 
し合い参加者が楽しい雰囲気を作った大 
会であり、また、女性だけという安ふ 
感があったのかホノボノとした空気も流 
れ、新鮮な気持ちさえ覚えました。参 
加者は計82+1名〔社会人13名、大 


学生26名、高校生43名、1歳児1名） 
でした。 

►審判員 

希望者が担当、原則2審制としました。 
初めて経験する人には経験者が横につき 
指導しながら実施。審判経験のほとんど 
ない高校生や大学のマネージャーにも経 
験者とペアで笛を吹いてもらい、普段と 
は別の視点でプレーや安全について考え 
てもらう機会になったようです。プレー 
ヤーにも自己申告を促し、進んで審判を 
してもらいましたが、ゲームは穏やかに 
進行したと思います。見ていてすがすが 
しい気持ちになりました。中には審判を 
することが楽しいと感じた参加者もいた 
ようで、審判員を増やす環境作りにも役 
立てそうです。 

►チーム編成 

キーワードに「コミュニケーション」 

を掲げ、大学院で体験学習の研究をして 
いた椎名純代さんにお願いしました。ム 
と体の準備運動を兼ねたチーム編成レク 
リエーションでは初めて顔をあわせる異 
なる世代のプレーヤーが自然に打ち解け 
られる雰囲気を作り、チーム別けやゲー 
ムに入りやすい雰西気を作りました。 

mem 

'這ん\ , 

—藥 

講習する椎名さん 

►栄養講習会 

昼休みを挟んで、色々な種目で栄養面 
から選手サポートをしている管理栄養± 
の化村実穂子さんの協力で、女性の為の 
栄養講習会を開きました。今回はさまざ 
まな参加形態や年齢-職業の方が参カロさ 
れていることから共通の興味のある講 
習会企画を巧いました。ハンドボールを 



する為の身 
体作りの話 
から、気に 
なるダイエ 
ットについ 
てもお話い 
ただきまし 
た。参加者 
にとって身 
近で具体的 

な内容であ 講習する化村さん 

ったため、質問が飛び交う講習会となり 
ました。試合の合間などにも質問してい 
た参加者が何人かいたようで、かなり気 
になる講習会だったようでした。 

►1 日を通して 

開催をしてみて感じたことは、「する」 
「支える」「語る」「観る」それぞれに関 
わる人々の「楽しもう」という意識が一 
つになったとき、ィじ、からの楽しさがこの 
場に生まれ「またやろう」に繫がる事だ 
ということです。企画運営者はもちろん、 
プレーヤー、審判員、観戦者どれが一つ 
でもその「意識」を欠けてはならないと 
感じました。これは決して難しいことで 
はなく、個々人のちょっとした気配りが 
集って自然と作り上げられる事だと思い 
ました。 

「大会運営はこうやるものだ」、「試合形 f 
式はこうあるべきだ」という固定化され 
た視点を「もっとこうしたら楽しい」、「こ 
ういう大会があったらいいな」という登 
録者の意見にこれまで从上に耳を傾け、 
「こんなに楽しい場所があるんだ」、「あ 
の大会に向けて仲間を集めて練習しよ 
う」、「あの大会を見に行くと元気になれ 
る」というようなワクワク感を持たせる 
方法は登録者により近い地方協会だから 
こそ出来ることと思います。 

今回は女性に絞り開催してみました 
が、コートに集るすべての人の協力と配 
慮や気配りなくしては成り立たないと感 
じた1日でした。気配りと安ム感、そ 
こに楽しさや活気が生まれハンドボール 
リピーターが増えるような気がします。 

(写真提供は全て都協会女性委員会） 



為 miiw 
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スコアールー 


富搶宮窥を巧ち芽第48回•女芽第47回 
率ぶ7巧ま度を曰ホ券ま八ジわ"ボール澤ホなホを 

開催期日：平成17年11月5日（±)〜9日（水）•開会式は4日（金） 

会 場：川崎巿とどろきアリーナ、ま政大学第二高等学校体育館 


惧子】 

▼1 回'哉 


▼巧お 
筑波大 
▼成親 
巧瞧 
準優騰 
第3位 


35 (17—17、 18-17) 34日体大 

筑波大学 （2 年連続3回目） 

日本体育大学 
日本大学、早稲田大学 


▼话秀選手 

CP 船木浩斗 
CP 岩永 生 
CP 海道衛秀 
GK 東 直明 
CP 東長濱秀作 
CP 内田雄± 
GK 横山 
▼特別営 
CP 武藤 
CP 門山 


晋化 


(筑波大） 
(筑波大） 
(筑波大） 
(日体大） 
(日体大） 
(日本大） 
(早稲田大） 


剛（日体大） 
哲也（日本大） 
▼话秀監督賞 
大南武 S (统波大） 


觀 


筑波大 

41(19 — 10、 

22 - 9) 19 

中京大 

茨城大 

22 (14-7、 

8 -11) 

18 

京教大 

中央大 

32 (15—8、 

17-13) 21 

関学大 

福祉大 

29 (13 -10、 

16—14) 

24 

関西大 

国±舘大 

36 (14-13、 

22 - 7) 20 

愛学大 

曰体大 

31(15-5、 

16—8) 

13 

中京大 

大経大 

27 (15-10、 

12 —10) 20 

明治大 

媛女短大 

39 (18-6、 

21- 5) 

11 

化星大 

日本大 

41(20-15、 

21-13) 28 

名鞍大 

大体大 

38 (21-12、 

17-15) 

27 

秋田大 

桃山大 

37 (19-8、 

18— 18い6 

富±大 

日女体大 

25 (13-11、 

12-7) 

18 

龍を大 

東海大 

39 (16 — 10、 

23-19) 29 

高松大 

早稲田大 

32 (12-12、 

13-13) 

30 

中女大 

中部大 

41(19—7、 

22- 7) 14 

道都大 


(3- 2延長 4-3) 



曰体大 

34 (19-13、 

15- 7) 20 

東和大 

沖国大 

35 (17-6、 

18-9) 

15 

仁女短大 

名城大 

25 (16—12、 

9 - 12) 24 

福祉大 

▼2 回戦 





福岡大 

44 (21 -12、 

23 - 4) 16 

金沢大 

茨城大 VS 東女体 




法政大 

27 (13-15、 

14 一 9) 24 

関西大 

* 東女体に規程違反（登録外ュニフ3 

ーム使用) 

早稲田大 

45 (24— 4、 

21-14) 18 

広経大 

茨城大の準々決勝進出とする。 



順天堂大 

37 (16 — 12、 

21-15) 27 

愛知大 

大教大 

36 (20— 5、 

16— 6 ) 

11 

福祉大 

函館大 

38 (16-16、 

22 — 20い6 

大同大 

曰体大 

31(12-8、 

19-11) 

19 

東海大 

大体大 

43 (21-5、 

22-11) 16 

國武大 

福教大 

35 (18-7、 

17-14) 21 

媛女短大 

▼2 回戟 




筑波大 

31(18—7、 

13-11) 

18 

大体大 

筑波大 

34 (16-9、 

18-13) 22 

中央大 

曰女体大 

20 (11-7、 

9 -12) 

19 

福岡大 

大経大 

31(10-14、 

16-12) 29 

国壬舘大 

国壬舘大 

40 (19-9、 

21-9) 

18 

早稱田大 


(2-1 延長3-2) 


武庫川大 

39 (21-4、 

18-4) 

8 

沖国大 

曰本大 

32 (15-11、 

17-14) 25 

桃山大 

▼準々ホ瞧 




中部大 

29 (18-9、 

11-16) 25 

東海大 

大教大 

31(18-9、 

13- 7) 

16 

茨城大 

曰化大 

33 (15-9、 

18-11) 20 

名城大 

福教大 

31(13-8、 

18-13) 21 

曰体大 

法政大 

27 (14-13、 

13-12) 2目 

福岡大 

筑波大 

23 (11—4、 

12-11) 

15 

日女体大 

早稲田大 

34 (17-13、 

17-16) 29 

順天堂大 

武庫川大 

26 (13-9、 

13-2) 

11 

国±舘大 

大体大 

42 (22-17、20- 8) 25 

函館大 

▼準ホ滕 





▼準々ホ滕 



大教大 

35 (16-6、 

19-12) 

18 

福教大 

筑波大 

41 (19— 1し 

22-21) 32 

大経大 

武庫川大 

27 (16-11、 

11-12) 

23 

筑波大 

日本大 

33 (15 — 20、 

18-11) 31 

中部大 

▼ミ夫勝 





日が大 

32 (13—10、 

19-15) 25 

法政大 

武唐川大 

24 (9-6、 

11-14) 

21 

大教大 

早稲田大 

31 (13 -16、 

18-12) 28 

大体大 


(2— 1延長2— 0) 



▼準み膊 




▼成績 





筑波大 

31(11-14、 20-15) 29 

日本大 

«勝武廣川女子大学（巧语騰) 


曰体大 

35 (巧—16、 20-14) 30 

早稲田大 

準優碟大阪教育大学 





第3位福岡敦育大学、筑波大学 
▼伊尹選手 

CP 化ネす恭子（武庫川大） 

CP 伊藤お衣美（武庫パ I 大） 


CP 宮本 
GK 矢野 
CP 野路 
CP 植垣 
CP 诞口 
▼特別賞 
CP 市が 
CP 上原 


佳恵（武庫" I 大） 
佳代（武庫川大） 
良子（大教大） 

焼恵（大教大） 
真央（筑波大） 


早紀（武庫川大） 
未子（福教大） 
▼体秀監督貴 
程塚正一（武庫川大） 



Amok Enterpr se ca，ltd 

h 邮 //wmamalLC •化 


がまをれエモック•エンタープライズ 

國±交通大臣をな一種旅行業1144号 
(な)自本お巧業綻会 （ JATA ) 疋会員 

東京本社干 105- 0003東京都港区西新橋 1 T 目19番3号第2双葉ビル2階 

TEL 03-3507- 9777 FAX 03-3507-9771 


大阪支店 


ENTERPRISE CO—LTD. 


干54卜0048大阪市中央区瓦町 4-3- 14御堂アーバンライフ1002号 
TEL 06-6203-7999 FAX 06-6203-7991 
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議巧巧年溝が巧常務理事を 

日時：平成17年10月23日（日） 

場所：岡山県•真庭リバーサイドホテル会 
議室 

出席者：渡辺会長、山下副会長、市原副会長、 
大西専務理事、常務理事9名、藍事 
1名、参事3名 



1. 平成17年度第二次補正予算について 
資料により説明がなされた。 

来年の巧界 ジュニアアジア 予選、再来年の 
オリンピック予選にむけて積立金を行う。強 
化の為に収入増を進める。 

女子世界選手権のユニフォーム広告にトヨ 
夕自動車と現在折衝中。 

マーケティングに関しては年内に目途をつ 
け、10万人会とのタイアップも考える。 

2. 強化関係（女子世界選手権選手団）につ 
いて 

資料により説明。女子世界選手権の役員9 
名、選手20名の説明。 

3. 選手育成資金について 

資料により説明。留学生制度はアテネプロ 
ジ王ク トで巧ったものを参考に具体案を作る。 

4. 平成18年度 NTS 関係予算について 
資料により説明。 NTS は現在上手く進行 

しているので、今後も拡充発展させる。 

5. 第57固全曰本總合選手権大会について 
資料により説明。出場チームは資料の通り。 

男子には本国体で優勝すれば高校3冠とな 
る興南高校（沖縄県）を推薦する。 

6. 2005年度読売新聞社「曰本 スポーツ 貸 J 
候補者推薦について 

資料により説明。推薦候補を絞り込む。 

7. その他 

本年度はプロジェクト21のシステムを完 
成させる。 



1. 平成17年度事業中間報告について 

2. 強化関係について 

12巧1日〜1日日まで西アジアクラブ選 
手権視察に強化委員を派遣。 

3. 公認 スポーツ 指導者制度の競技別指導者 
マスターについて 

4. 平成17年度公認スポーツ指導者全国研 
修について 


5. 第1回全国中学生大会について 

6. 平成17 -18 年度会議日程について 

7. 平成17年度大会は兼役員、平成18年度 
大会日程について 

8. 国隱大会スケジュール、女子世界選手権 
に関連して 

9. 日本リーグについて 

第31回大会は1部男子10チームで行う。 
特別登録はインカレ終了後に開始する。 

10. 全曰本学生選手権大会について 
空位であった全日本学連会長に追本氏（松 

竹社長)、関東学生連盟会長に平お氏（自民 
党衆議院議員）が就任。 

り.10万人会について 
12. その他 
なし 

〈その他資料〉 

し平成17年度9月常務理事会議事録 


平成17年度11巧常務巧ま会 

日時；平成17年11月12日化） 

場所：岸記念体育会館 4 F 401/402号室 
出席者：山下副会長、大西専務理事、常務理 
事8名、監事1名、参事3名、事務 
爲2名 

[ 審議事項 I 

1. 平成17年度第二次補正予算について 

資料により説明。 

今年度はオリンピックアジア予選の積立金 
がないので、各部門で節約する。強化予算捻 
出のためにかなり絞っているが、更に1日％ 
の予算削減。 

2. 平成18年度登録料改訂について 

資料により説明。今回の改訂は個人登録料 
のみで高校、寫専は新設、その他は一般 A を 
除き値上げ、中学生については来年度検討し 
再来年に導入、小学生についても検討。増収 
分は各カテゴリーの日本代表チームの補助に 
活用。登録カードについては従来のものと、 
クラブニッポンのポイントカードを併用。 

3. 懲罰規程改正について（スポーツ仲裁機 
構の仲裁事項挿入） 

資料3により説明。スポーツ仲裁機構に 
委ねる文言を懲罰規程に入れる。 

4. 報奨金及び選手育英資金について 
資料により説明。北京オリンピックに向け 

ての報奨金2000巧円を目標に集める。育英 
資金については更に検討を行う。 

日.北京オリンピックアジア予選お致につい 
て 

資料により説明。更に開催地と話を進める。 

6. 日本協会グッズの消費税について 
資料により説明。協会グッズの値段は、現 
を消費税这みであり、今後は消費税を設ける。 
送料に関しては現在通りとする。決定後、速 


やかに機関誌、 HP 等を利用して告知する。 

7. 2005年度読売新開「日本スポーツ奠 J 
候補者推薦について 

資料により説明。高校 S 冠の興南高校（沖 
縄県）を推薦する。 

8. その他 

チェコでの世界女子ジュニア帯同のレポー 
卜を提示、説明。 



1. 中澤重夫元副会長叙熟について 

2. 強化関係について 

3. 公認 スポーツ 指導者制度の競技別指導者 
マスターについて 

4. 第1回全国中学生大会について 

己.第57回全日本総合選手権大会、 J 0 C 力 
ップについて 

第57回全日本総合選手権大会のテレビ放 
映時解説者について 

6. 平成17 -18 年度会議日程について 

7. 平成18年度大会曰程、国隙大会スケジ 
ュー•ルについて 

8. AHF 規則（ジュニア男子アジア選手権に 
関連し） 

9. 日本リーグについて 

10. 大会結果（国体、インカレ）について 
11. 10万人をについて 

12. 委員会など議事録（ビーチ、競な、全国 
理事長を、強化、競巧者育成） 

13. その他 

が下のような意見交換がなされた。 

① 日本リーグ女子に MIE . Violet ' IRIS が加盟 
申請。 

② 2006年8月開催のアジア男子ジュニア 
大会（広島）の開催権料についてはアジア 
連盟に確認する。 

⑤ プロジェクト21は今年度中にそのシステ 
ムを完成させる。 

④10刀■人会のサポート会員が初めて3000( 
人を越えた。連盟へ還元できるように検討。 

⑥ 新聞紙面の広報活動に力を入れる。広報の 
仕方の工夫をする。 

⑥ 最近若い審削員が育ってきている。 

⑦ 中澤元副会長叙熟の祝寶会を東まで計画す 
る。 

〈その他資料〉 

し平成17年度11巧常務理事会議事録(案） 
2. 第3回日本車椅子ハンドボール競技大 
会資料 


平成17年度第2回理事会 

日時：平成17年11月12日（王）13 : 
00〜16 : 00 

場巧：岸記念体育会館 4 F 401/402号室 
出席者:渡遽会長、山下副会長、大西専務理事、 
理事14名、監事2名、参事11名、 
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事務局 1 名 

開会に先立ち、先般急逝された金子お博神 
奈川県協会理事長に巧して黙祷を捧げる。 



1 . 平成17年度第二次補正予算案について 

資料により説明。 

来年広島で アジア 男子 ジュニア 選手権、再 
来年日本でオリンピック アジア 予選を行おう 
としているが、今年度は積立金ができない状 
況の説明。 

2. 平成18年度登録科改訂について 

資料により説明。今回の改訂は個人登録料 
のみ。高校、高専は新設、その他は一般 A を 
除き値上げ、中学生については来年度検討し 
再来年に導入、小学生についても横討。増収 
分は各カテゴリーの日本代表チームの補助に 
活用。登録カードについては従来のものと、 
クラブニッポンのポイントカードを併用。 

3. 懲罰規程改正について（スポーツ仲裁機 
構の仲裁事項挿入） 

資料より説明。スポーツ仲裁機構に委ねる 
文言を入れる規程は、まずは懲罰規程のみと 
する。 

4. 報奨金及び選手育ま資金について 

資料により説明。報奨金の目的はゴヒ京オリ 
ンピック出場に向けたモチベーションアッ 
プ、男女各1000万円、総額2000万円を集 
めることが目標。 

5. :)ヒ京オリンピックアジア予選招致につい 
て 

資料により説明。 

6. 日本協会グッズの消費税について 

資料により説明。現在、協会グッズの値投 
は、消費税、送料込み。平成18年度始めの 
4月から外税方式で巧応、送料は現在同様に 
サービスとする。 HP 、 機閱誌等で事前に告 


おする。 

7. 2005年度読売新間「日本スポーツ貸 J 
候補者推薦に ついて 

資料により説明。高校 S 冠の興南高校（沖 
縄県）を推薦。 

[報告事項] 

1. 中澤重夫元副会長叙熱について 

2. 強化関係について 

資料により説明。明日、女子世界選手権大 
会の壮行試合。来年度は世界大会が多いので 
出る大会を強化部で検討。 

3. 公認 スポーツ 指導者制度の競技別指導者 
マスターについて 

資料により説明。平岡氏、緒方氏、笛倉氏 
を推薦。 

4. 第1回全国中学生大会について 

資料により説明。全県参加する方向で進め 
る。 

5. 第57回全日本総合選手権大会、 J 0 C 力 

ツプについて 

資料により説明。 

6. 平成 17. 18年度会議日程について 

資料により説明。 

7. 平成18年度大会曰程、国隐大会スケジ 
ュールについて 

資料により説明。 

8. A 1 IF 規則（ジュニア男子アジア選手権 
に関連し） 

資料により説明。 

9. 曰本リーグについて 

資料により説明。 NPO 法人 MIE Violet'IRIS 
から日本リーグ加盟申請が出され、第31回 
から参加予定、決定は12月。 

10. 大会結果（国体、インカレ）について 
資料により説明。国体は開催地岡山県が天 

皇杯、皇后杯を獲得。インカレでは、男子筑 


波大、女子は武庫川女子が優勝し、女子の優 
勝旗が初めて箱根を越えた。 

森安理事（岡山県協会理事長）から国体の 
お礼が述べられた。 

福地理事からは、インカレについて報告。 
11. 10万人会について 
資料により説明。選手、役員で訳9万人 
であり、あと i 方人で10万人になる。現在 
3000人のサポート会員数なので、まだ0人 
の都道府県に協力を依頼。個人情報関係で住 
所記入について検討。 

12. 委員会（ビーチ、競技、全国理事長会、 
強化、競巧者育成）など議事録について 

資料により説明。 

13. その他 

1) 女性委員会より。来年6月には熊本で女 
性会議が開催。各都道府県での女性担当委 
員選出依頼。 

2) 国体の抽選方法検討依頼の発言。国体シ 
ードの検討依頼。み年度、み々年度開催県 
の理事長等をマツチバイザーにすることの 
検討依頼。会長から、検討すると回答。 

3) 高校選抜の参加チーム数は18年度は記 
念大会であり全県1チーム、が降は従来通 
0。 

4) 車椅子大会の説明。 

日）全日本学連会長に迫本淳一氏、関東学連 
会長に平沢勝栄氏が就任報告。 

6) 宮崎選手への TV 出演依頼。ハンドボー 
ル選手がドツジボールなどの TV の競巧に 
参加していることの説明。少年チヤンピオ 
ンに ハン ドボール漫画の企画がある。 
〈その他資料〉 

し平成17年度 U 月常務理事会議事録(案） 
2. 第3回日本車椅子ハンドボール競技大 
会資料 


日本八ンドボ~ルリーグだより I 

M 距. violet，IRIS (NPO 法人 王 重な富蒲スポーツクラブ) が新規加盟 


平成18年4月（第31回日本リーグ女テ1部）より、 MIE . violet’IRIS 
( NPO 法人兰重花薑蒲スポーツクラブ：会長向井弘光氏）が曰本八ンド 
ボールリーグへの新規加盟致します。チームの所在地は兰重県鈴鹿市、 
設立は平成14年6巧、地元企業、公共囲体の支援を受け設立、同年 
10巧 NP 0 法人認証、17年4巧総合型地域スポーツクラブとして兰重 
花薑蒲スポーツクラブに変更された。クラブはスポーツ教室、ス ポー 
ツフェスティバル開催、指導者講習会などを開催し、女子八ンドボー 
ルチームは発足(来全曰本実業団選手権、ジャパンオープン、国体、 
全日本総合などに参加している。監督は旧口隆氏（前男子日本代表監 
督)、専務理事には前日本協会常務理事の石井勝氏があたる。 

日本八ンドボールリーグへの新規加盟は平成じ年の男子、豊田合 
成乂来、女子チームとしては平成7年の立山アルミ（平成13年休部） 
が来となる。 



写真提供：中日新聞社 
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がん I され八ンドボ•ル 10 万人ミ r サボ—トミ員 j ル巧月入さ ‘ i 締員 


惜 手】 箱崎敬吉【福島】宗形ず敏恢淵岡本大 【巧木】 坂本定芳憐 馬】 高橋潔【埼玉】岩本明、岡が昭二 
【千葉】 藤田八郞、蓮田優 【東京】 沢登弘和、渡邊佳英、 S 浦丈冶、蒲生澄子、掘江成典、岡前義春、浜田浩和、川上 
整司、化藤俊男、佐藤映子【神奈パり夏山真也、石井美和、加古川正己、田原やよい【新潟】高橋保、寺崎修、 
庭山政幸【富 山】 徳前美智子、吉水憤一、高林史 【石川】 伊藤義直【福 井】 が岡幸雄、佐々木静夫、角を喜が重 
【愛知】 佐藤れ一郎、太田耕治、野田清、冨田寛治、片岡拓朗、西口誠一郎 【= 重】大石博義、細野秀巧【岐阜】お山 
二女代 【滋 賀】高富典克 【京都】 藤本章子、守本幸兰郎 【大阪】 中川大關、深田礼子 【兵 庫】狩野幸か 【奈を】 松江 
徹、が江真理子 【和歌山】 大西香菜子 【鳥刺 萬隆志、足立逸郎 【岡叫 山本理津子、植田友紀、木村博子、木が 
佳菜、奥整美峰、奥垫啓子、ホ千春、木村菜見 【広島】 白石隆、松本昌之、山本伸二、穂野村勉 【香川】 未澤光 
夫【愛媛】越智誠、越智理佳、越智裕か、越智瞧平、越智聪郎、加藤誠一 【福岡】 宮内貴博 【鹿巧 島】永野浩一 


【2巧の巧事巧巧】 


怜謝 • 


2月4日は）第2回評議員会煉京） 

2月18日（±)常務理事会(東京） 

2月18日は）第3回理事会(東京） 

2月19日（日）事務取扱責任者会議(東京） 


【大会】， 


2月10日（金)〜12日（日） 

全日本実業団チャレンジ2006 

(第61回のじぎくお庫国体リハーサル）（兵庫県） 

2月12日（日）〜21日（火） 

男子アジア選手権大会兼世界選手権アジア予選 (バンコク） 


<平ぶ17年版妨技規則発行について> 

平成17年版競技規則が昨年12月20日に発行されました。 IHF が度重なるで言の変更をしてきたため、発行時期が大幅に遅れ 
ました。誠に申し訳ござぃません。購入お申し込みは、（財）日本ハンドボ-ル協会事務局に現金書留又は郵便振觀こてお 
願いいたします。価格は、1部1,300円惟料込み）。1〇部仪上の場合は J 部1,200円とかほす。 


申し込み•問いをわせ巧 

財団法人日本ハンドボール協会「平成17年敞競技規則」申込係 
T 150-8050 ま京都ミまを区神南 1-1-1 岸記念が育館內 
TEL 03-3481 一2361 FAX. 03—3481 -2367 

記入事巧：な文损数、巧を、送付先(巧領巧号、 f 主巧、 TEL ) 

郵便振替口座00160—4一58348財団法人日本ハンドボール協会 


※現を、審判部におきまして「ルールに関する問題集(仮題)」を作成中です。4月上旬発売を予定しています。 


HAND BALL CONTENTS Feb 


氷見ホから全国への発言 . 金原至1 

年ホの大会遠報 

全日本総合選手権/ JOC カップ/世界女子選手権……2 

第60回国民体育大会/晴れの国おかやま国体詳報 . 4 

森安昭雄/お尾憲和/寺坂真一/小鴨建夫 

男子48回-女子41回全日本学生選手権大会詳報 . 8 

男子•筑波大学2年連続、女子•武唐川女子大学巧優勝 
小葛康次/船木浩斗/摆塚正一 
中澤重夫氏瑞ま小緩章受章のお祝い . 11 


フリースロー：若い力に大きな期待 . 早川文司12 

第30回日本リーグ日程 (12 週〜23週） . 14 

第3回ハンドボールコーチング研究会報告⑦…山本忠志15 

ワールド•ハンドボール•マガジンより . 岡本大16 

東京都協会便り： . 20 

スコアールーム： 全日本学生選手権 . 21 

no 万人会」会員/巧事予定/告知/目次 . 24 


谱録チームの購読料は登録料に含む) 


暮らしの夢をひろげたい。 

時化のおれとともに、熟々とを化するおを巧の二一义 
おある巧なの中から、餅こ巧い、巧巧を巧巧してお風すするイズミは、 




なまをな 


本社/〒732-0828 
広を巧南区を«巧 2-22 
TEL (082) 264-3211 ( ft ) 
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髙いグリップカを実現！ 

ミカサの人工皮まハンドボ ー J レ 



HVN300 


検定球3号、人工巧革 
男子(一般•乂学•高校) 


HVN200 


検を球2号、人工皮革 
女テ(一般•乂学•高校い中学校 


^ HVN 300/圆200の特徴 > 


tjj 人工皮革 

ソフトな帥感とお群のグリップカを発揮ずるハンド 
ボール 専巧の人工皮革 

T 1 フォー厶層 

特殊フォームが衝撃をやわらげ、触感を向上させ 
ノ\ンドリング性能が向上しまず 

：31補強層 

柔軟性と強度をあわせ持った特殊補強布が丸さと 
サイズを保ちまず 

i 41!ラバーチューブ 

バルブ落下防止構造のラテックスチューブは、柔軟で 
リバウンド性能に優れます 


1. 人工皮草 

2フオーム層 

3補強層 

、4ラバーチユーブ 


iir\j £in£ 





Mikas/i 

SPORTS EVERY DAY! 


巧が含なミカサ 

于 7 33-00 0 2 広島ホ西区楠木町 3-11-2 TEL. 0 8 2-2 3 7-5 14 5 FAX. 0 8 2-2 3 8-1 2 5 2 WW W.mikasasportS.CO*|p 



























世界の空へ、笑顔を乗せて 


m/xM 


A STAR ALLIANCE MEMBER 巧 


国内線のお問合せ函 0120 -029 -222 国睽線のお問合せ画 0120-029-333 WWW.ana.CO.jp 


(奧日本ハンドボール協会編 『ハンドボ— ル』第四六お号 


昭和四十年六月セ日 
第一こ種郵便物認可 


平成十八年一月二十六日印刷 
平成十八年二月一日発巧 


ま京都お谷区巧南-— - — - 編集兼 
電話代表0干 II 画八11111六一 を于、 
振替0011101ち—|0二九 III 贺ノィ-> 


大西武111 


定価年間一二11100円 





